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『米
欧
回
覧
実
記
』
（以
下
、
『実
記
』
）
は
、
明
治
四

（
一
八
七

一
）
年
か
ら
六

（
一
八
七
三
）
年

に
か
け
て
欧
米
を
視
察

し
た
、

い
わ
ゆ
る

「岩
倉
使
節
団
」
の

報
告
書

で
あ
る
。
明
治
十

一

（
一
八
七
九
）
年
に
太
政
官
記
録
掛

に
よ
り

『特
命

全
権
大
使

米
欧
回
覧
実
記
』
と
し
て
博
聞

社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
権
小
外
史
と
し

て
大
使

に
随
行
し
た
久
米
邦
武
に
よ

っ
て

「編
修
」
さ
れ
、
全
五
編
、
全
百
巻
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

 
明
治
六
年
五
月
九
日
に
ド
イ
ツ
か
ら
イ
タ
リ
ア
入
り
し
た
使
節
団
は
、
同
月
十

九
日
夜

に
ロ
ー
マ
を
出
発
し
て
南
イ
タ
リ
ア

へ
と
向
か
い
、
翌
朝

「那
不
児
」
す

な
わ
ち
ナ
ポ
リ
近
郊
の
カ
セ
ル
タ
訪
問
を
経
て
、
夕
刻
に
ナ
ポ
リ
に
到
着
す
る
。

翌
二
十

一
日
に
現
ナ
ポ
リ
国
立
考
古
学
博

物
館
な
ど
を
見
学
、
二
十
二
日
に
は
、

近
郊
の
ポ
ン
ペ
イ
遺
跡
な
ど
に
赴
き
、
二
十
三
日
に
ナ
ポ
リ
を
出
発
し
、

ロ
ー

マ

に
戻

っ
た
。
ナ
ポ
リ
三
泊
四
日
の
旅
で
あ
る
。
『実
記
』
に
は
二
十
四
日
の
動
向
は

記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
翌
二
十
五
日
に

「皇
帝
」
（イ
タ
リ
ア
国
王
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・

エ
マ
ヌ

エ
ー

レ
二
世
）
に
別
れ
の
挨
拶
を
告
げ
、
二
十
六
日
夜

に
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
向
け
て
ロ
ー
マ
を
出
発
し
た
。
『実
記
』
第
四
編

「第
七
十
七
巻
 
那
不
児
府
ノ

記
」
に
は
、
以
上
の
ナ
ポ
リ
訪
問
か
ら
ロ
ー

マ
出
発
ま
で
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

 
こ
れ
ま
で

『実
記
』
七
七
巻
に
関
し
て
は
、
お
も
に
刊
行
さ
れ
た

『実
記
』
に

お
け
る
記
述
や
イ
タ
リ
ア
側

の
資
料
を
も
と
に
し
た
研
究
は
進
め
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
久
米
筆
の
初
期
原
稿
を
中
心
に
扱

っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、

『実
記
』
関
連
史
料
か
ら
久
米
手
稿
「那
不
児
府

ノ
記
」

（文
書
番
号
八
三
、
図
1
）

を
と
り
あ
げ
、
未
刊
行

で
あ

っ
た
本
史
料
を
活
字
化
し
た
。
使
節
団
の
見
学
先
や

記
録
の
対
象
物
を
中
心
に
註
を
付
し
た
。

図1 久米 手 稿 （文書番号83、久米美術館蔵）



 
な
お
、
本
史
料
に
挿
絵
は
な
い
が
、
『実
記
』
と
の
比
較
過
程
で
挿
絵

に
関
し
て

考
察
し
た
た
め
、
末
尾
に
補
論
を
付
し
た
。

 

『実
記
』
関
連
史
料
は
、
田
中
彰

「
『米
欧
回
覧
実
記
』
の
成
稿
過
程
」

（同

『岩

倉
使
節
団

の
歴
史
的
研
究
』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
二
な
ど
）
に
お
い
て
、
そ
の
複

雑
な
成
稿
過
程
と
と
も
に
分
類

・
整
理
さ

れ
て
い
る
。
本
史
料
は
、
そ
の
な
か
で

初
期
の
原
稿

（b
）
す
な
わ
ち

「青
罫
紙
な
ど
に
記
さ
れ
、
日
記

の
体
裁
を
と
り

は
じ
め
て
い
る
」
も
の
と
し
て
分
類
さ
れ
、
「
文
書
番
号
八
三
」
と
し
て
登
録
さ
れ

て
い
る
。
浄
書
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
太
政
官
罫
紙

で
は
な
く
、
「金
花
堂
」
の
名
が

印
刷
さ
れ
た
半
丁
十

一
行
の
黒
罫
紙

に
久
米
自
身

の
手
に
よ

っ
て
墨
書
さ
れ
て
い

る
。
表
紙
は
な
く
、
冊
子
の
形
も
と
ら
な

い
。
題
名
は
あ
る
が
、
巻
数
の
記
載
は

な

い
。
体
裁
は
、
す
で
に
刊
行
本

『実
記
』
と
同
様
の
日
記
形
式
に
な

っ
て
い
る
。

 
現
存
す
る
史
料
で
は
、
久
米
が
回
覧
中

に
メ
モ
を
と
っ
た
手
帳
（『久
米
邦
武
文

書

三
』
「手
帳
・
ノ
ー
ト

（A
）」
）
に

一
部
記
述
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
『実
記
』

七
七
巻

に
相
当
す
る
ま
と
ま

っ
た
記
述
と
し
て
は
、
本
史
料
が
最
初
の
も
の
と
さ

れ
る
。

 
本
史
料
以
降
で
認
め
ら
れ
る
ナ
ポ
リ
訪

問
に
関
す
る
記
述
は
、
現
存
す
る
史
料

で
は
、
「白
表
紙
本
」
す
な
わ
ち

『米
欧
回
覧
日
記
 
四
編

（中

・下
）』

（文
書
番

号
G

一
七
）
に
あ
る
。
白
表
紙
本
は
浄
書
稿

で
、
こ
れ
を
久
米
が
加
筆

・
訂
正
し

て
い
る
。
刊
行
に
至
る
に
は
、
さ
ら
に
浄
書

お
よ
び
補
訂
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

本
稿

で
は
、
本
史
料
と
白
表
紙
本
ま
た
刊

行
本

『実
記
』
と
の
記
述
内
容
に
お
け

る
大
き
な
変
更
に
も
注
目
し
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な

っ
た
点
を
こ
こ
に

い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
。

 

ま
ず
、
本
史
料
は
、
お
そ
ら
く
手
帳
な
ど
の
身
近
な
資
料
や
記
憶
を
も
と
に
書

き
綴

っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ナ
ポ
リ
の
人
口
数

に
関
す
る
箇
所

で
は
、
「四
十

汚空
白
汛」
と
途
中
ま
で
し

か
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。
久
米
は
、
本

史
料
執
筆
 

に
は
、
後
で
確
認
す
る
つ
も
り
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
白
表

紙
本
で
は
、
人
口
数
は

一
桁
の
数
ま
で
浄
書
さ
れ
て
い
る
。

 

次
に
、
白
表
紙
本
の
浄
書
で
大
幅

に
追
加
さ
れ
た
内
容
と
し
て
、
ナ
ポ
リ
到
着

後
に
食
し
た

「紅
鬣
」

に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
さ
ら
に
久
米
に
よ
る
訂
正
が
あ

り
、
『実
記
』
と
同
記
述
と
な
る
。
ま
た
、
本
史
料
と
白
表
紙
本

の
浄
書
に
は
な
い

が
、
浄
書

に
久
米
が
別
紙
で
追
加
し
た
例
も
あ
る
。
統

―
戦
争
 
代
の
ナ
ポ
リ
に

関
す
る
記
述
で
、
こ
の
追
加
で

『実
記
』
と
同

一
と
な

っ
た
。

 
ま
た
、
白
表
紙
本
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
本
史
料
で
は
、
現
ナ

ポ
リ
国
立
考
古
学
博
物
館
で
書
き
写
し
た
文
字
を
載
せ
て
い
る
が
（図
2
）、
白
表

紙
本

に
は
な

い
。
漢
学
者
で
あ
る
久
米
が
碑
文

に
対
し
て
興
味
を
抱

い
て
い
た
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
貴
重
な
箇
所
で
あ
る
。
な
お
、
成
稿
過
程
初
期
の
図
が
後
に

削
除
さ
れ
る
例
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
（久
米
美

二
〇
〇
六

:
一
七
―

一

八
）。

図
2
 
久
米
手
稿
、
ナ
ポ
リ
博
物
館
の
文
字

 
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
史
料
は
、
白
表
紙
本
と
内
容
的
に
も
近
似
し
て
い
る

も
の
の
、
大
き
な
変
更
点
も
あ
る
た
め
、
白
表
紙
本
と
の
間
に
原
稿
が
ま
だ
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
具
体
的

に
明
ら
か
と
な

っ
た
。
な
お
、
ナ
ポ
リ
訪
問
の
巻

に
関

し
て
は
、
白
表
紙
本
に
久
米
筆
の
訂
正
が
加
わ

っ
た
も
の
と
刊
行
本
と
で
は
、
博

物
館
で
の
模
写
生
と
の
や
り
と
り
が
削
除
さ
れ
て
い
る
以
外

に
は
内
容

に
大
き
な

相
違
は
見
ら
れ
ず
、
白
表
紙
本
訂
正
の
段
階
で
記
述
内
容
は
ほ
ぼ
確
定
し
た
よ
う

で
あ
る
。

 
凡

例

一
、
本
史
料

に
句
読
点
は
な
い
が
、
適
宜
、
読
点

「、」
を
付
し
た

（固
有
名
詞

の

 
 
読
点
は
原
文
の
と
お
り
）
。

一
、
訂
正
箇
所
に
つ
い
て
は
、
抹
消
部
分
を
二
重
取
消
線
で
示
し
た
。

一
、
漢
字
は
新
字
体
を
用
い
、
適
宜
、
平
仮
名

ル
ビ
を
付
し
た
。



一
、
表
記
の
揺
れ
に
つ
い
て
は
、
初
出
箇
所
の
註

の
み
に
と
ど
め
た
。

一
、

汚ア
ラ
ビ
ア
数
字
汛
は
頁

（半
丁
を

一
頁
と
す
る
）、
〇
は
原
文
の
ほ
ぼ

一
字

 
 

ス
ペ
ー
ス
を
示
す
。

汚1
汛
那
不
児
府

ノ
記

廿
日
 
陰
タ

ニ
雨

朝
五
字

ニ
「カ
セ
ル
」
邑

ニ
著
ス
、
「
ナ
ァ
プ
ル
」
府

ニ
至
ラ
ザ

ル
ニ
十

「
マ
イ
ル
」

ノ
地

ニ
ア
リ
、
此

ニ
王
ノ
別
宮
ア
リ
、
王

ヨ
リ
接
伴
掛

ニ
命
シ
テ
、
此
宮
ヲ
遊
覧

セ
シ
ム
、
因
テ
此
駅

ニ
テ
車
ヲ
下
レ
ハ
、
守
宮
ノ
官
員
、
馬
車
ヲ
以
テ
待
ツ
、
即

コ
レ
ニ
上
リ
テ
馳

ス
、
駅
傍
ノ

一
直
路
ヲ
行
ケ
ハ
、
王
宮

ハ
其
衝
当

ニ
ア
リ
、
即

チ
各
名

ニ
室
房
ヲ
与

ヘ
テ
、
洗
嗽
ヲ
弁
セ

シ
メ
、
此

ニ
テ
茶
ヲ
喫

シ
、
馬
車

ニ
上

リ
テ
、
宮
苑

ノ
内
ヲ
回
覧
ス
〇
苑

ハ
北

ニ
山
ヲ
負
ヒ
、
地
ヲ
占
メ
ル
、
甚
タ
広
ク
、

以
テ
巧
ヲ
尽
シ
テ
、
庭
苑
ノ
趣
ヲ
装
成
ス
、
宮
ノ
裏
面
ヨ
リ
、
山
麓

ニ
至

ル
マ
テ
、

直
線
殆

ン
ト

一
「
マ
イ
ル
」、
山

ニ
懸
瀑
ア
リ
、
水
壮

ニ
シ
テ
滾
瀉

シ
下
ル
、
宮

ヨ

リ
之
ヲ
ミ
レ
ハ
、

一
幅
ノ
素

汚2
汛
練
ヲ
挂
ル
カ
如

シ
、
其
水
甃
石
ノ
方
塘

ニ
落

チ
テ
、
層

々
ニ
流

レ
下
ル
、
六
七
町

ニ
テ
地
底

ニ
落
チ
ナ
・跡
ヲ
ミ
ス
、
其
前

ハ
白

沙
雪
ノ
如
ク
、
緑
艸
氈
ノ
如
ク
、
樹
ヲ
植

ル
、
井
井
ト
シ
テ
法
ア
ル
カ
ト
見
レ
ハ
、

錯
綜
ト
シ
テ
乱

レ
、
森
蔚
ト
シ
テ
林
ヲ
ナ

ス
、
直
路
円
道
其
曲
折
ヲ
キ
ワ
ム
、
〇

樹
間
ノ
路
ヲ
歩
ス
レ
ハ
、
清
蔭
ヲ
掩
ヒ
テ
天
ヲ
ミ
ス
、

一
路
空
洞

ニ
シ
テ
、
嵐
気

為
メ
ニ
青

シ
、
路
窮
リ
テ
亭
ア
リ
、
池
ア
リ
、
曲
折
ノ
路
、
盤
迂
ノ
径
ヲ
開
キ
テ
、

花
卉
時

ニ
咲
ヒ
、
芬
菲
ト
シ
テ
媚
フ
、
巨
木
老
幹
天
ヲ
劈
シ
テ
躍
リ
立
ア
リ
、
緑

陰
滴
ン
ト
欲
シ
、
翠
嵐
衣
ヲ
侵

ス
、
〇
是

ヨ
リ
山
足

ニ
回
リ
出
テ

ヽ
、
瀑
布
ノ
左

右
ヲ
攀
援

ス
、
羊
腸
屈
折
シ
テ
上
リ
、
瀑
布

ノ
上

ニ
至

レ
ハ
、
岩
亭
ア
リ
、
水
其

底

ヨ
リ
流

レ
落
ル
、
水
壮

ニ
、
石
岩

コ
レ
ヲ
隘
シ
、
溜
然
ト
シ
テ
響
キ
ヲ
ナ
シ
テ

下
ル
、
此
亭

ニ
上
リ
テ
、
南

汚3
汛
望
ス

レ
ハ
王
宮
ノ
粉
壁
、
皎
然
ト
シ
テ
前

ニ

偃

シ
列
樹
ノ
道
碁
秤
ヲ
分
ツ
カ
如
ク
「
モ
ン
ビ
シ
ウ

ェ
シ
ビ
ゥ
ス
」
ノ
火
山
、
突
兀

峻

拔
、
烟
ヲ
吹
キ
テ
前

ニ
立
ツ
、
「ナ
ア
プ
ル
」
ノ
湾
、
烟
花

一
蔟
、
其
前

ニ
集

ル

欧
洲
高
名
ノ
山
水
ヲ
領
略

シ
テ
、
一
目
ノ
中

ニ
ア
リ
、
亦
愉
快
ノ
佳
境
ト
云

ベ
シ
、

瀑

ニ
従
ヒ
下
リ
サ
レ
ハ
、
瀑
前
ノ
甃
池

ニ
、
大
小
ノ
石
像
ヲ
設
ケ
飾

ル
、
以
大
利

ノ
名
工
ト
名
石
ト
ヲ
以
テ
力
ヲ
極

メ
テ
雕

刻
セ
ル
モ
ノ
ニ
テ
ナ
レ
ハ
、
一
ト
シ
テ

神

ニ
入
ラ
サ
ル
ナ
シ
、
是
ヨ
リ
左
ナ
ル
苑
ヲ
回
ル
、
樹
木
散
植
シ
、
花
艸
其
内

ニ

雑
ル
、
其
勝
ヲ
探
リ
偏
ク
セ
ン
ト
ス
ル
、
日
瞑
ス
ル
モ
亦
尽
キ
サ
ル
ナ
リ
、
是
ヨ

リ
花
窖
ヲ
回
リ
瀑
布
ノ
落
去
ル
下
層
ノ
地
ヲ
極
メ
テ
宮

ニ
帰
ル
、
宮
中

ニ
テ
昼
餐

ノ
供
ア
リ
、
食
畢
リ
テ
宮
ノ
内
景
ヲ
回
覧
ス
、
名
画
名
器
ヲ
列
ス
ル
無
数
ナ
リ
、

汚4
汛
四
字

ヨ
リ
蒸
気
車

ニ
上
リ
テ
発
シ
、
六
字

ニ
至
ラ
サ
ル
時

ニ
、
「
ナ
ァ
フ
ル
」

ノ
駅

ニ
達

ス
、
羅
馬

ヨ
リ
此

マ
テ
百
六
十
二

「
マ
イ
ル
」
半
、
駅

ニ
テ
馬
車

ニ
上

リ
、
半
生
・二
十
分
間
行
ヲ
費
シ
テ
、
「
ホ
テ
ル
、
テ
、
ア
ン
グ
リ
テ
ー
」
ニ
宿
ヲ
ナ

ス
、
此
時
雨
フ
リ
テ
ヤ

マ
ス

廿

一
日
 
雨

「ナ
ァ
フ
ル
」
府

ハ
、
以
大
利
半
島

ノ
西
方

ニ
於
テ
、

一
海
湾
ヲ
占
メ
テ
開
キ
タ

ル
要
港
ナ
リ
、
北
緯
四
十
度
五
十
二
分
、
東
経
十
四
度
十
五
分

ニ
位
シ
、
人
口
四

十
〇
〇
〇
○
○
〇
人
、
以
大
利

ニ
於
テ
第

一
ノ
都
会
ナ
リ
、
此

ハ
元

「
キ
ン
ク
、

オ
フ
、
ナ
ァ
フ
ル
」
ト
テ
、
以
大
利

ノ
南
方

ニ
テ
強
大
ノ
土
壌
ヲ
占
メ
タ
ル
王
国

ノ
都

ニ
テ
ア
リ
シ
テ
、
今
ヲ
サ
ル
十

二
年
前
以
大
利

一
統
ノ
乱

ニ
「サ
ル
ヂ

ニ
ヤ
」

家
即
今
ノ
王
家
と
戦
ヒ
、
破
レ
テ
国
滅

ヒ
、
其
宮
殿

汚5
汛
今

ハ
廃
シ
タ
リ
、
府

中
ノ
中
央

ニ
於

テ
、
白
堊
皎
然
ト
シ
テ
存
シ
、
兵
ア
リ
テ
之
ヲ
守
ル
、
其
他
府
中

ニ
大
寺
巨
観
ノ
目
ヲ
嘱

ス
ル
モ
ノ
少
カ
ラ
ス
、
海
湾

ニ
ソ
ヒ
テ
古
城
ア
リ
、
堀
壁

儼
然
、
葛
藤
ヲ
帯
ヒ
テ
立
ツ
、
○
府
中

ノ
街
路

ハ
甚
タ
狹
隘

ニ
テ
不
規
ナ
リ
、

一

体
此
府

ハ
海
水
数
ノ
弓
湾
ヲ
ナ
シ
、
湾

ニ
ソ
ヒ
テ
岡
嶺

環

繞
シ
、
水
山
ノ
間

ニ
、

一
帯
ノ
壌
地
ア
ル
ニ
ス
キ
ス
、
港
上
ノ
市
甍

ハ
、
此
平
地
ヲ
占
メ
テ
起
リ
、
遂

ニ

山
麓

ニ
溢
ル

ヽ
ヲ
以
テ
、
市
街
ノ
設
ケ
モ
、
亦
是

ニ
仍
ル
ハ
、
且
ツ
古
キ
都
府

ニ

テ
街
路
モ
法
ヲ
得

ス
、
地
上
ノ
甃
石

ハ
ヽ
羅
馬
ト
同

シ
ク
、
石
大

ニ
シ
テ
粗
ナ
リ
、

多
ク

ハ
車
歩
ノ
別
ナ
シ
、
屋
店
高
ク
、
六
七
層
ノ
モ
ノ
相
並

ン
テ
立
ツ
、
往
々

二

同
道
ヲ
歩
ス
ル
カ
如

キ
所
多
シ
、
〇
府
中
ノ
人
、
懶
惰
性
ヲ
ナ
シ
テ
、
塵
芥
掃

ハ

ス
、
車
馬

汚6
」
狼
籍
ナ
リ
、
市
人
路
傍

ニ
立
チ
、
露
肆
シ
テ
物
ヲ
眩
鬻
シ
、
或

ハ
花
ヲ
以
テ
行
車
ヲ
追

フ
テ
、
買
ン
コ
ト
ヲ
勒
索
ス
、
海
岸
街
衝

ニ
ハ
、
丐
児
群

ヲ
ナ
シ
、
貧
民
筐
ヲ
枕

ニ
シ
、
石
ヲ
床
ト
シ
テ
眠
ル
モ
ノ
ア
リ
、
或

ハ
巻
烟
草
ノ

喫
余
ヲ
拾
ヒ
テ
、
長
短
ヲ
連
ネ
テ
売
ル
ア
リ
、
晴

ニ
ハ
塵
埃
目
ヲ
昧

シ
、
臭
気
鼻



ヲ
撲
ツ
、
民
ミ
ナ
天
主
教
ヲ
宗
信
シ
、
路
傍
街
衝

ニ
、
十
字
架
礫
刑
ノ
図
、
馬
利

耶
蘇
ヲ
抱
ク
ノ
図
ヲ
掲
ケ
テ
礼
ス
、
以
大
利

ニ
貧
民
多

シ
、
羅
馬

ハ
仏
羅
稜
ヨ
リ

甚
シ
、
此

ハ
又
羅
馬
ヨ
リ
甚
シ
、
此
行
欧
米
十
二
国
ノ
各
都
府

ニ
テ
、
此
府

ヨ
リ

清
潔

ニ
乏
シ
ク
、
民
懶

ニ
シ
テ
丐
児
ノ
多
キ
ヲ
ミ
ル
コ
ト
ナ
シ
、
支
那
ノ
上
海

一

変
シ
テ

「
ナ
ァ
フ
ル
」

二
至
ル
ト
云
モ
可
ナ
リ

 
汚
7
汛
「ナ
ァ
プ

ル
」
府

ニ
高
名
ナ
ル
モ
ノ
三
ア
リ
、

一
ハ
「
モ
ン
ウ

ェ
シ
ビ
シ
ウ

ス
」
ノ
火
山
ナ
リ
、
欧
洲

二
火
山
少
シ
、
此
山
海
湾
弓
ノ
如
キ
浜
ヨ
リ
抽
テ
甘
、

峰
容
ノ
特
兀
ニ
テ
奇
峻
ナ
ル
、
画
ト
モ
成

ナ
ラ
サ
ル
ノ
美
ア
リ
、
頂
上
ヨ
リ
烟
ヲ

吹
ク
、
白
雲
ノ
驀
起

ス
ル
ヲ
疑

フ
、
夜

ハ
火
光
噴
出

シ
、
時
ア
リ
テ

ハ
半
天
ヲ
焦

ス
、
欧
洲

ニ
テ
之
ヲ
艶
称
シ
、
図
シ
、
模

シ
、
彩
影

シ
テ
至
ル
所

二
伝
播

セ
ル
猶

我
邦
ノ
富
嶽

ニ
比
ス
ベ
シ
、
〇

一
ハ

「
ポ

ン
ペ
イ
」
邑

ニ
テ
、
地
底

ヨ
リ
掘
リ
出

セ
ル
紀
元
ノ
比
ノ
城
市
ナ
リ
、
事

ハ
明
日

ノ
条

ニ
詳
記

ス
ベ
シ
、
其
地

ヨ
リ
採
拾

セ
ル
古
器
ヲ
集

メ
、
他
ノ
古
物
ト
共

ニ

一
ノ
大
博
物
観
ヲ
設
ク
、
其
称
高

シ
、
此

日
ノ
朝
、
駕
シ
テ
其
観

ニ
至

ル
、
堂
構
ノ
美
ナ
ル
、
已

ニ
其
宏
壮
ヲ
キ
ワ
ム
、
内

ニ
充
テ
タ
ル
古
キ
器
物
、
図
書
、
石
像
甚

タ
多
キ
内

ニ

「
ポ
ン
ペ
イ
」

ヨ
リ
出

テ

タ
ル
篏
石
ノ
細
工
、
屋
壁

ニ

汚8
汛
存
セ

シ
藻
績
、
人
物
、
宮
室
ヲ
写
セ
ル
画
図
、

殆
ン
ト
二
千
年
ヲ
歴
テ
儼
然
タ
リ
、其
 
ノ
焼
キ
残
リ
ノ
反
故
紙
ア
リ
亦
灰
燼
シ
、

炭
ト
ナ
リ
テ
存
セ
ル
文
字
ア
リ
、
銅
鐫

ノ
希
騰
文
字
、
又
埃
及
ノ
古
物
、
其
多
キ

コ
ト
幾
室
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ス
、
四
方
ノ
遊
客
ミ
ナ
日
日

ニ
来
リ
、
写

ス
、
実

ニ
希
代

ノ
珍
蔵
ナ
リ
、
歴
観
ノ
際

ニ
忽

ニ
写
セ
ル
古
文
字
ヲ
左

ニ
録
ス
ベ
シ
、

 
O
S
T
Q
V
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Q
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N
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P
 

是

ハ
銅
面

ニ
刻
セ
ル
内
ヨ
リ
写
セ
ル
字
体

 
P
ia
n
ta
 im
m
a
tu
ra
 
 
 
 
 

是

ハ
焼
残
リ
ノ
反
故

ヨ
リ
写
セ
ル
字
体
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是

ハ
埃
及
ノ
古
文
字
ナ
リ
、
各
国

ニ
テ
モ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
多

ク
ミ
ル

又

「ポ
ン
ペ
イ
」
ヨ
リ
出
テ
タ
ル
古
時
妓
楼
ト
覚
シ
キ
屋
中

ニ
ア
リ
タ
ル
戯
ノ
諸

器
ア
リ
、
甚
タ
狸
褻

ニ
テ
、
奇
古
ナ
リ
、
是

ハ
戸
ヲ
鎖

シ
、
只
男
子
ノ
ミ
入
レ
テ

観
セ
シ
ム
、
婦
人

ハ
入
ル
モ
ノ
ナ
シ
、
〇

画
楼

ニ
ハ
名

汚
9
汛
画
ヲ
多

ク
集
メ
、

画
師
集
リ
、
学
ヒ
模

ス
、

一
人
ア
リ
、
模
写
正

ニ
畢
ル
、
就
テ
熟
視

ス
レ
ハ
、
其

画
ノ
謂
ヲ
解
説
ス
ル
モ
ノ

ヽ
如

シ
、
既

ニ
シ
テ
言
ノ
了

了
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
知
レ
ル
ニ

似
タ
リ
、
鉛
筆

ニ
書

シ
示
ス
ヲ
ミ
ル
ニ
其
画
ノ
価
ナ
リ
、
此
価

ニ
テ
買

ヘ
ト
云
所

ニ
テ
ア
リ
ケ
リ
、
西
洋
ノ
民
物
ヲ
売
ル
ニ
切
ナ
ル
コ
ト
満
地
ミ
ナ
然
ラ
ザ
ル
ナ
シ
、

以
大
利
ノ
人
尤
モ
甚
シ
、
殆
ン
ト
桧
ヲ
引
テ
勒
索
シ
、
売

ル
ニ
至
ル
、
而
テ
価
ヲ

耀
眩

ス
ル
ノ
甚
シ
キ
物

ニ
ヨ
リ
テ
ハ
、
三
分
ノ

一
ニ
折
シ
テ
、
竟

ニ
肯
ズ

ル
ニ
至

ル
、
〇
上
層

ニ
ハ
書
庫
ア
リ
テ
、
古
書
ヲ
蔵

ス
、
此
観
ノ
屋
造

ハ
、
総
テ
石
ヲ
以

テ
ス
、
書
庫
ノ
甃

石
上

ニ
、
子
午
線
ヲ
斜

ニ
画
シ
テ
、
十
二
宮
ノ
象
図
ヲ
、
嵌
石

ニ
テ
、
細
工
ヨ
リ
、
正
南
壁

ニ

一
孔
ヲ
穿
ツ
テ
月
光
ヲ
漏
シ
イ
ル
ヽ
毎
月

ニ
月
ノ

青
道
躔
ヲ
異

ニ
ス
、
其
光
リ
孔
ヨ
リ
漏
シ
テ
、
此
十
ニ
ノ
象

汚10
汛
図
ヲ
往
来

ス

ル
ヲ
ミ
ル
ナ
リ
、
西
洋

ニ
テ
太
陽
ノ
正
午
ヲ
測

ル
ハ
、
至
ル
処
ミ
ナ
ア
リ
、
月
宮

ニ
至
リ
テ
ハ
、
西
洋

ニ
テ
余
リ
窮
ム
ル
モ
ノ
ナ
キ

ニ
似
タ
リ
、
意

フ
ニ
月
ヲ
歩

ス

ル
ハ
太
陰
暦
流
ノ
行
国
ノ
習

ハ
セ
ナ
ラ
ン
ト
、
今
ス
ナ
ハ
チ
如
此
ノ
モ
ノ
ヲ
ミ
ル
、

夫

レ
西
洋
ノ
天
文

ニ
精
ヲ
尽
ス
木
星
四
月
ノ
蝕
ヲ
推
歩
ス
ル
ニ
至

ル
、
夜
ノ
明
暗

ニ
関
ス
ル
青
道
月
行
ノ
コ
ト
、
豈

ニ
漠
然

ニ
付
セ
ン
ヤ
、
天
地
問

ノ
コ
ト
研
究
セ

サ
ル
ナ
シ
、
是
文
明
ノ
文
明
タ
ル
所
ナ
リ
、
我
邦
ノ
近
来
多
ク
西
洋
ヲ
認
メ
テ
、

簡
易
ト
看
倣
シ
、
従
来
ノ
稍
明
カ
ナ
ル
モ
省
キ
テ
、
之
ヲ
棄
テ
自
ラ
以
テ
開
化
ト

シ
、
文
明
ト
ス
ル
モ
ノ
モ
ア
リ
、
是
猶
木

ニ
援
テ
魚
ヲ
求

ル
ノ
類
ナ
リ
、
○
此
外
、

銅
器
、
陶
器
、
石
器
←†
亦
無
類

ノ
類
、

一
千
五
六
百
ノ
数

二
至
ル
、
「カ
ル
カ
ラ
」

帝
浴
場
館

ニ
ア
リ
シ
水
盤
ア
リ
、
其
径

一
丈
五
尺

ニ
、
汚11
汛高
丁†
丈
三
尺

許
ノ
楕

円
形
ナ
ル
大
盤
ナ
リ
、
羅
馬
ノ
古
代

ニ
、
巨
大
ノ
器
ヲ
造

ル
、
往
々
ニ
如
此
シ
、

驚
是
東
洋
量

二
支
那
ノ
露
盤
仙
掌
ヲ
以
テ
漢
武
ヲ
奢

レ
リ
ト
云

ヘ
ケ
ン
ヤ
、

其

一
ハ
珊
瑚
ノ
細
工

ハ
当
府
ノ
名
産
ナ
リ
、
市
街
ノ
内

ニ
ハ
檐
ヲ
比
シ
テ
、
珊
瑚

ノ
細
工
ヲ
売
ル
、
大
ナ
ル
ハ
玉
ト
ナ
シ
、
小
ナ
ル
ハ
花
ヲ
造

ル
、
或

ハ
枝

ニ
テ
売

リ
、
或
珠
子

ニ
テ
売

ル
、
仏
羅
綾
ノ
嵌
石
細
工

「ウ

ェ
ニ
シ
」
ノ
玻
喫
細
工
ト
此

ヲ
并
セ
テ
、
以
大
利
ノ
三
絶
ト
云

ヘ
シ
、
若
夫

レ
油
絵
石
像
ノ
工

ハ
、
仏
羅
稜
、

羅
馬
、
共

ニ
多

シ
、
其
他
以
大
利
ノ
名
産

ハ
、
絹
布
類
、
鏡
及

ヒ
扁
額
ノ
縁
、
薄

紋
ノ
棉
布
等
、
ス
ベ
テ
纎
巧
ノ
＝器
物

ハ
、
工
密

ニ
テ
価
廉
ナ
リ
、
至
ル
処
ミ
ナ
之

ア
リ
、

此
府

ニ
モ
古
蹟
多

シ
、
海
湾

ニ
斗
出
セ
ル

一
小
島

ニ
岩
壁
ノ
古

汚12
汛
城
ア
リ
、

南
方
ノ
岡
阜
ヲ
刳
シ
テ
、
岩
洞
ヲ
開
ク
、
高
サ
二
丈
餘
、
長
サ
十
余
町
、
両
壁

ニ



燈
ヲ
点
シ
テ
、
闇
ヲ
照
ス
、
車
馬
往
来
ス

ベ
シ
、
亦
上
古

ニ
穿

鑿
開
セ
ル
モ
ノ
ナ

リ
、
別

ニ

「
コ
ロ
シ

ュ
ム
」

ニ
似
タ
ル
観
場

ノ
基
礎

モ
ア
リ
ト
、
逗
留
日
少
ク

一

一
ニ
探

ル
ニ
遑
ア
ラ
ス
、
〇
南
方
ノ
山
上

ニ
一
宮
ア
リ
、
仏
将
某
ノ
築
キ
タ
ル
モ

ノ

ニ
テ
、
頗
ル
宏
壮
ナ
リ
、
庭
苑
尤
モ
広
ク
、
海
湾
ノ
眺
メ
甚
タ
快
シ
、
諸
禽

ヲ

養

ヒ
テ
艸
中

二
戯

ル
ヽ
、
此
日
午
後
ヨ
リ
雨
降
リ
テ
、
回
覧

ニ
便
ナ
ラ
ス
、
粗
府

中

ノ
梗
概
ヲ
ミ
ル
、
此

二
止

ル
、
固
リ
其

一
般

ニ
ス
キ
ザ
ル
ナ
リ
、

二
十
二
日
 
陰
陰
晴
変
幻
多

シ

朝
八
字

ヨ
リ
、
馬
車

ニ
テ
北
方
ヲ
走
ル
、
十

二

「
マ
イ
ル
」
ニ
テ
、
「
モ
ン
、
ウ

ェ

シ
ビ
シ
ゥ
ス
」
火
山
ノ
麓
ナ
ル
、
「ポ

ン
ペ
イ
」
村

ニ
至
ル
、
村

ニ
人
家
少

シ
、
約

六
七

汚13
汛
戸
ア
リ
蕭

条
タ
ル
村
落
ナ
リ
、
此
処

ハ
古
代

ニ
ハ
城
邑
ア
リ
テ
、
人

口
四
五
万

ニ
モ
及

フ
繁
庶
ノ
地
ナ
リ
シ

ニ
、
紀
元
五
十
六
年

ニ
ア
タ
リ
、
火
山
ノ

火
脈
噴
発
シ
、
土
灰
ヲ
飛

ハ
ス
甚
シ
ク
、

一
夜
ノ
内

ニ
城
邑
ヲ
挙
ケ
土
灰
ノ
底

ニ

埋
没
シ
テ
、
全
ク
烏
有
ノ
平
野
ト
ナ
リ

ニ
ケ
リ
、
是
ヨ
リ

一
千
八
百
年

ニ
モ
及
フ

マ
テ
、 
 
 
 
 

燃
、 
 

其
上

ニ
麦
田
、
牧
地

ヲ
ナ
シ
テ
、
其
古

ヘ
ヲ
記
ス

ル
史

モ
ア
ル
カ
ナ
キ

ニ
テ
、
誰
モ
定
カ

ニ
此
地
ノ
城
邑
ヲ
埋
メ
タ
ル
所
ナ
ル
ヲ
瞭

知
セ
ル
モ
ノ
モ
ナ
カ
リ
シ
ニ
、
偶
爾
ノ

コ
ト

ニ
テ
、
地
下

ヨ
リ
古
キ
屋
壁
ヲ
掘
リ

出
シ
、
奇
異
ノ
思
ヒ
ヲ
ナ
シ
、
盆

之
ヲ
掘

ル
ニ
、
到
ル
処

二
奇
蹟
ア
リ
、
博
古
ノ

士
、
因
テ
其
古
時
埋
没
ノ
城
邑
ナ
ル
コ
ト

ヲ
考

へ
出

シ
、
是

ヨ
リ
人
ヲ
イ
レ
テ
掘

リ
撥
斗
キ
、
今

ニ
至
ル
マ
テ
其
三
分
ノ

一
ヲ
掘
リ
出

セ
リ
、
二
千
年

二
垂
ン
タ
ル

古
邑

汚14
汛
ノ
地
底
ヨ
リ
出
デ
タ

レ
ハ
、
四
方

ヨ
リ
之
ヲ
聞
ク
モ
ノ
、
誰
カ
奇
異

ノ
思
ヒ
ヲ
ナ
サ

ヽ
ラ
ン
、
此
事
欧
洲

ニ
隠

レ
ナ
ク
、
来
リ
観

ル
モ
ノ
日
々
絡
繹
ト

シ
テ
今

ニ
絶

ヘ
ス
、
〇

「
ポ
ン
ヘ
イ
」
出
Ψ村

ヨ
リ

一
岡
ヲ
上
レ
ハ
、
関
門
ア
リ
、

門
ヲ
入
レ
ハ
、
側

ニ
一
宇
ノ
博
物
観
ア
リ
、
地
底

ヨ
リ
得
タ
ル
古
物
ヲ
蓄
フ
、
灰

土
ノ
内

二
斃

レ
タ
ル
死
屍
ヲ
其
儘

ニ
テ
、
灰

ヲ
井

セ
テ
收
メ
、
ア
ケ
テ
、
台

ニ
上

セ
タ
ル
モ
ノ
‡
両
三
ア
リ
、

一
ハ
丈
夫

ノ
屍

ニ
テ
仰
キ
臥

ス
、

一
ハ
婦
人
ノ
形

ニ

テ
伏

シ
タ
ル
、
其
後

二
其
娘
ト
覚

ヘ
テ
巾
ヲ
以
テ
目
ヲ
掩
フ
タ
ル
形

ニ
テ
死
セ
リ
、

或

ハ
云
泣
キ
伏

シ
タ
ル
ナ
リ
、
或

ハ
云
飛
灰

ヲ
掩

フ
タ
ル
ナ
リ
、
指

二
金
環
ヲ
貫

ク
、

一
視
シ
テ
憫
然
ナ
リ
、
〇
器
皿
ノ
類
甚

タ
夥

シ
、

一
鍋
ア
リ
、
円
ク
シ
テ
凹

シ
、
中

ニ
小
豕
ノ
骨
ア
リ
、
脅
骨
、
首
脚

ミ
ナ
完

シ
、
是

ハ
正

ニ
之
ヲ
煮
ル
ト
キ

ニ
灰
土

ニ

汚15
汛
埋

マ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
、
其
他
ノ
器
皿
ヲ
ミ
ル
ニ
、
ミ
ナ

今
ノ
西
洋

ニ
用
フ
ル
ト
大
概
異
ナ
ル
所
ナ
シ
、
〇
是
ヨ
リ
進
行

ス
レ
ハ
、
古

ノ
市

街

二
入
ル
、
街
路
ノ
広
サ

一
車

ヲ
イ
レ
テ
余
リ
ア
ル
ア
リ
、
両
車
相
逢
フ

ニ
絶

ヘ

タ
ル
ア
リ
、
両
側
ヲ
高
ク
シ
テ
、
砌
ア
リ
テ
、
人
ヲ
往
来
セ
シ
ム
、
十
字
ノ
衝

ニ

ハ
飛
石
ア
リ
テ
、
車

ハ
其
石
ヲ
挾
ミ
テ
去
ル
ヘ
シ
、
ミ
ナ
石
ヲ
甃
ス
、
石

ハ
天
然

ノ
平
石
ヲ
択
ミ
用
フ
、
故

ニ
凹
凸
多
キ
ヲ
免
レ
ス
、
石
面

二
車
輪

ノ
轍
ア
リ
テ
、

痕
跡
ヲ
存
ス
、
是
ヲ
以
テ
知

ル
、
西
洋
ノ
路
ヲ
修
メ
人
車
馬

ノ
行
ヲ
分
チ
、
石
ヲ

甃
シ
車
ヲ
用
フ
ル
等
、
上
古

ヨ
リ
風
俗
自
ラ
然
ル
ヲ
、
〇
市
店
ノ
前

ニ
、
往
々
銅

ノ
管
ヲ
ト
オ
ス
、
捻
釘
ノ
頭
ア
リ
、
屋

ハ
多
ク
平
地

ヨ
リ
築
キ
起

ス
、
窖
ヲ
掘
リ

タ

ル
跡
ナ
シ
、
石
柱
瓦
壁
、
或

ハ
塗
ル
ニ
石
灰
ヲ
以
テ
シ
、
面

二
花
紋
ヲ
印
シ
、

汚16
汛
人
物
烏
獣
ヲ
績
ス
、
窓

口
小
シ
テ
壁
甚
タ
厚
シ
、
大
約

ハ
今
ノ
屋
造

ニ
異

ナ
ラ
ス
、
屋
室
ミ
ナ
、
其
上
宇

ハ
存
セ
ル
モ
ノ
ナ
シ
、
上
下

ニ
ハ
石
ヲ
甃

ス
、
多

ク
嵌
石
ノ
細
工
ヲ
ナ
ス
、
〇
博
学
ノ
士
、
古
史
ヲ
照
シ
ナ
＝、
城
邑
ノ
古
図
ヲ
得
テ
、

此
街
屋

ニ
就
テ
、
此
処

ハ

「
バ
ン
ク
」
ノ
跡
ナ
リ
、
此

ハ
裁
判
所
ノ
跡
、
学
校
ナ

ト

ヽ
、
多
分
其
考

ニ
就
ク
、
浴
場
店
ア
リ
、
其
規
模
小
ナ
ラ
ス
、

一
区

ニ
ハ
妓
花

街
ア
リ
、
小
室
ヲ
区
分
シ
テ
、
ミ
ナ
土
床
ア
リ
、
枕
辺
ヲ
凸

ニ
ス
、
戸
ノ
上
頭

ニ

画
ヲ
存

セ
ル
ア
リ
、
多
ク
淫
褻
ノ
図
ナ
リ
、
大
ナ
ル
楼

ニ
ハ
会
堂
ア
リ
、
春
画
ヲ

画
ク
甚
タ
完
シ
、
画
様
今
ト
異
ナ
ラ
ス
、
花
街
ノ
内

ニ
、
十

郭
大
ナ
ル
釜
ヲ
ス
へ
、

石
磐
ヲ
オ
キ
タ
ル
ア
リ
、
云
コ
レ
石
鹸

ノ
製
造
所
ナ
リ
、
〇
酒
店

ニ
ハ
六
酒
甕
非

井
才

一
屋
坤

ア
リ
、
造
営
中

ニ
テ
埋
没
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト

汚17
汛
云
、
其
証
ヲ
問

ヘ
ハ
曰
、
中

ヨ
リ

一
ノ
器
宇

ヲ
拾
ヒ
得

ル
コ
ト
ナ
ク
、
只
陶
瓶
壺

ニ
自
灰
堊
土
ヲ

盛
リ
タ
ル
ヲ
得
タ
リ
ト
、
芝
居
ノ
跡
ア
リ
、
尤

モ
壮
大
ナ
リ
、
羅
馬
ノ
挌
獣
観

ニ

比

ス
、
是
ヨ
リ
左
右
ノ
岡
原
、
其
下
猶
城
邑
ノ
埋
リ
タ
ル
ニ
カ

ヽ
ル
、
土
ノ
古
街

ヲ
覆
没
セ
ル
コ
ト
、
約
二
丈
ヨ
リ
以
上

ニ
及
フ
、
実

ニ
未
曾
有

ノ
災
ナ
リ
シ
ヲ
知

ル
、
因
テ
又
未
曾
有
ノ
奇
蹟
ヲ
得
タ
リ
、

帰
路

ノ
中
途

ニ
テ
、
海
浜
ナ
ル
市
街
ノ
内

ニ
一
屋
ア
リ
、
此
府

ヨ
リ
地
底

ニ
入

レ

ハ
、
亦

「ポ

ン
ペ
イ
」
同
時

ニ
埋
没
セ
ル
城
邑
ア
リ
、
此

モ
亦
久
シ
ク
知
ル
モ
ノ

ナ
カ
リ
シ
ニ
、
農
民
井
ヲ
掘
リ
テ
、
地
底

ニ
奇
異
ノ
モ
ノ
ア
ル
ヲ
怪
ミ
、
掘

撥

シ

ニ
、
焼
土
ノ
冷

凝
シ
テ
岩
石
ヲ
ナ
シ
テ
、
古
キ
市
街
ヲ
包
メ
ル
ヲ
ミ
ル
、
因
テ
之



ヲ
掘
リ
込
シ
斗

ニ
、
略
其
市
街

汚
18
汛
ノ
状
、
石
磴
階
子
ノ
跡
ヲ
認
ム
、
其
所

ハ

地
面

ヨ
リ
四
丈
・十
六
尺
ノ
下

ニ
ア
リ
、
洞
道
ヲ
作
リ
、
磴
ヲ
存
シ
テ
入
ラ
シ
ム
、

手

ニ
燈
ヲ
執
テ
暗
ヲ
照
ス
、
時

ニ
奇
蹟
ミ

ル
、
古

へ
火
山
ノ
噴
出
ス
ル
ニ
ア
タ
リ
、

「
ポ
ン
ペ
イ
」

ハ
遠
シ
故

ニ
灰
土
ノ
軽
キ

モ
ノ
ヲ
飛

シ
テ
、
且
ツ
冷
ナ
ル
ヲ
以
テ

放

鬆
ナ
リ
、
此

ハ
甚
タ
山

二
近
キ
ヲ
以
テ
、
石
ミ
ナ
熱
シ
テ
、
圧
下
セ
ル
モ
ノ
ニ

テ
、
市
街
屋
宅
、
為
メ
ニ
煽

レ
テ
全
カ
ラ
サ
ル
所
ナ
リ
ト
云

二
十
三
日

晴

十

二
字
五
十
分

ニ
蒸
気
車

ニ
上
リ

「
ナ
ァ
プ

ル
」
府
ヲ
発
ス
、
是
ヨ
リ

「
モ
ン
ウ

ェ

シ
ビ
シ
オ
」
ノ
麓
ヲ
回
リ
テ
、
「カ
セ
ル
ス
」
ヲ
ス
キ
テ
、
「
サ
ン
タ

マ
リ
ヤ
、
パ

ド
ワ
」
ノ
駅
ヲ
ス
ク
、
「
ア
ペ

ニ
エ
ン
」
ノ
山
脈
、
車
右

二
起
伏
シ
、

汚19
汛
余
脈

ハ
車
ノ
左
・布

二
散
ス
、
中

ニ
平
野
ヲ
抱
キ

テ
山
角
叢

断
続
シ
、
麓

ニ
ヨ
リ

テ
村
落
ア
リ
、
堂
尖
参
差
タ
リ
、
野
ヲ
鋤

シ
テ
田
ト
ナ
シ
、
麦
、
蜀
黍
、
豌
豆
ヲ

種

ユ
、
畛
域
ノ
艸
、芟
除

セ
ス
、
其
茂
ス
ル

ニ
任

ス
、
桑
樹

 
 
ノ
 

 

 

ー
、

果
樹
、
葡
萄
ミ
ナ
肥

ユ
、
四
十

一
「
マ
イ

ル
」
半
ヲ
走
リ
テ
、
「サ
ン
蕃

ヤ
ゼ

ル
マ
ン
」
ノ
駅

ニ
達

ス
、
〇

「
サ
ン
ゼ
ル

マ
ン
」
モ
亦
山
角

ニ
ヨ
リ
テ
起

レ
ル

一

村
邑
ナ
リ
、
此

ニ
古
寺
ア
リ
、
霊
場

ニ
テ
当

国
ノ
民
、
初
テ
婚
姻
ヲ
ナ
ス
モ
ノ

ハ
、

相
携

ヘ
テ
遊
行
ヲ
ナ
シ
、
此
寺

ニ
参
詣

シ
テ
、
戒
ヲ
受
ク
ル
所
ナ
リ
、
是

ヨ
リ
「
イ

ブ

レ
タ
」
ヲ
経
テ
、
切
通
シ
ノ
道
多
ク
、
樹
林

ア
リ
、
平
原
ト
相
交
リ
、
西
南
ノ

山
、
其
層
複
ヲ
改
メ
ス
、
時

ニ
川
ノ
西
流

シ
テ
去
ル
ニ
逢

フ
、
八
十
六
「
マ
イ
ル
」

ニ
テ
、
「カ
ス
セ
ノ
」
駅

ニ
達

ス
、
是
ヨ
リ

「
フ
ロ
シ
ノ
ネ
」
ヲ
経
テ
、
セ
キ
ネ

ニ

至
ル
マ
テ
、
路
傍

ニ
村
邑
ナ
シ
、
平
原
稍

汚20
汛
開
キ
、
山
足

ニ
村
邑
ヲ
ミ
ル
、

一
路
田
野

ニ
テ
、
土
壌
甚
タ
肥

ユ
、
此
ヲ

ス
キ
テ
、
西
南
ノ
山
脈
尽
キ
テ
、
北
方

ニ

「
ア
ル

ハ
ナ
」
山
ア
リ
、
起
リ
其
余
脈

ヲ
走
ル
、
此
山
高
峻

ニ
テ
、
西
南

ハ
海

ニ
際
シ
テ
山
ナ
シ
、
平
野

縹

緲
ト
シ
テ
、
雲

ニ
連
リ
海
ヲ
ミ
ス
、
烟
雲
ヲ
ミ
ル
、

是
ヨ
リ
日
瞑
シ
、

ス
ヘ
テ
百
六
十
二

「
マ
イ
ル
」
半
ヲ
走
リ
テ
、
羅
馬

ニ
達
シ
、

旧
寓
旅
館

ニ
宿
ヲ
ナ
ス
、

二
十
四
日
 
晴

二
十
五
日

此
日
牛
後
王
宮

ニ
至
リ
王
ニ
謁
シ
・†
、
別

ヲ
泰
聾

請
フ
、

午

後

三
字

ヨ
リ

「
セ

ン

ト
、

ポ

ー

ル
」
寺

、

及

ヒ
古

牢

獄

ヲ

ミ

テ
、

「
モ

ン

ト

ピ

ン

シ

ョ
ウ

」

苑

ニ
遊

ヒ
帰

ル
、

寺

及

ヒ

獄

ハ
、

已

ニ
前

記

ニ
詳

ラ

カ

汚
21
汛

ナ

リ

、

「
モ

ン

ト

ピ

ン

シ

ョ
ウ

」

ハ
、

羅

馬

ノ

「
パ

ー

ク

」

中

ニ
テ
、

尤

モ
卉

花

粉

菲

シ

テ
幽

妍

ナ

ル

ノ
地

ナ

リ

、

東

方

ノ

岡

上

ヲ
占

メ

テ

、

府

中

土
・ノ

半

ヲ
俯

瞰

シ

テ
眺

望

快

シ

、

其

背

ニ
ア

タ

リ

大

苑

ア

リ

、

巨

樹

暢

シ
艸

岡

坡

陀

タ

リ

、

車

ヲ

駆

テ
散

遊

ス

ル

ニ
ヨ

ロ
シ

二
十

六

日

 

晴

此

日

午

前

ニ
魯

西

亜

ノ
皇

后

伊

以

大

利

ニ
遊

ヒ

テ
、

当

府

ニ
入

ル
、

兵

隊

駅

側

ヨ

リ

、

我

旅

館

ノ
前

ヲ
固

メ

テ

、

従

車

数

十

輔

、

宮

女

、

宮

従

、

ミ

ナ

車

ニ
テ
前

後

ニ
従

ヒ
、

車

廂

蓋

ナ

ク

絡

繹

ト

シ
テ

府

街

ヲ
馳

セ

ヌ
、

夜

九

字

四
十

五

分

ニ
羅

馬

ヲ

発

ス

 

註

 
 
汚
1
汛 

1
.
白

表
紙
本

で
は

タ
イ

ト

ル
に

「
第

七
十

四
巻

」

（七

十
五

を
訂

正
）
が
付

 
 

 

く
。

2
.

カ

セ

ル
タ

C
a
s
e
r
ta
。

汚
18
汛
で
は

カ

セ
ル

ス
。

な

お
、

こ

の
王
宮
訪

 
 

 

問

に

つ
い
て
は
、
岩

倉

翔
子

「
カ
ゼ

ル
タ
王
宮

訪

問
」
、

岩
倉

一
九
九

七
／

二

 
 

 

〇
〇

三

：
六

七
―

八
五

を
参

照
。
3
.

ナ

ポ
リ

N
a
p
o
li。
汚
3
汛
で
は

ナ
ア
プ

ル
、

 
 

 

 

汚
4
汛

で

は
ナ

ァ

フ

ル
。

4
.

イ
タ

リ

ア
国
王

ヴ

イ

ッ
ト
リ

オ

・
エ
マ
ヌ

エ
ー

 
 

 

 
レ

二
世

（在

位

一
八
六

一
―
七

八
）
。

『実

記
』

で
は

「皇

帝

」
と

表
記

さ
れ

る

 
 

 

 
が
、
白

表
紙

本

で

は

「
王

」

「
国
王

」
が

用

い
ら

れ
て

い
る
。

 
 
汚
3
汛 

1
.

ヴ

ェ
ズ

ヴ

ィ
オ

V
e
s
u
v
io
（伊

語

）
、

ウ

ェ
ス
ウ
ィ

ウ

ス

V
es
u
v
iu
s
（羅

 
 

 

 
語

）
。

汚
7
汛
で
は

モ

ン
ウ

ェ
シ
ビ

シ
ウ

ス
、

汚
12
汛
で
は

モ
ン
、

ウ

ェ
シ
ビ

シ
ゥ

 
 

 

 
ス
、

汚
18
汛

で
は

モ

ン
ウ

ェ
シ
ビ

シ
オ
。

2
.
イ

タ
リ

ア
。

『実

記
』

で

は

「
以

 
 

 

 
太
利

」
が

主
流

。
白

表
紙

本

で

は

「
大

」

「
太
」

が
混

在
。

 
 

汚
4
汛
 

1
.

汚
20
汛

に
も

同
様

の
表

現

が
あ

る
。

久
米

旧
蔵

の

『
ア

ッ
プ

ル
ト

ン
』
：

 
 

 

 
六

一
四

に
も

同

距

離

が

掲

載

さ

れ

て

い

る
。

2
.

現

在

の
市

立

公

園

V
illa

 
 

 

 
C
o
m
u
n
a
le
に
面

し

て

い
た

ホ

テ

ル

・
ダ

ン
グ

ル

テ
ー

ル

H
o
te
l
 d'A
n
g
le
te
r
-

 
 

 

 
re
 の
こ
と

。

『
ア

ッ
プ

ル
ト

ン
』

に
広
告

が
掲

載

さ
れ

て

い
る

（
“A
d
V
e
r
tis
e
-

 
 

 

 
m
e
n
ts
”
,
 p.1
1
3
）
。
当
時

の
イ
タ

リ

ア

の
新

聞

で
は
、
新
聞

社

に
よ

っ
て

H
o
te
l

 
 

 

 
d
'A
n
g
le
te
rr
e
ま

た
は

A
lb
e
r
g
o
 G
r
a
n
 B
r
e
ta
g
n
e
と
な

っ
て

い
る
。
ど

ち
ら



 

 
も
隣

接

し

て
お

り
、
同

系

列

の
ホ

テ

ル
で
あ

っ
た
。

H
o
te
l
 G
r
a
n
 B
r
e
t
a
g
n
e

 

e
t
 d'A
n
g
le
te
r
r
e
と
な

っ
て

い
る
宣
伝

用
絵

葉
書

も

あ

る
。
こ

の
ホ

テ

ル
に

つ

 

 
い
て
は

、
岩

倉

一
九

九

四

a

:
一
二

四
、
同

一
九
九

四
b

:
一
〇

六
―

一
〇

 

 
八
、
同

一
九

九

七
／

二
〇

〇

三

:
一
二
九
―

三

一
、
藤

沢

二
〇

一
〇

を
参

照
。

 

 
3
.

『実

記
』
で
は
、
約

三

〇
〇

字

の
追
加

が
あ

り

、
紅
鬣

に
関

す
る

記
述

な
ど

 

 
が

あ

る

（田
中

『
実

記
』
四

:
三

二
三
、

三

二
五
）
。
白

表
紙

本

に
も

す

で

に
追

 

 
加

部
分

の
記

述

が
あ

る
が

、

そ
れ
を

さ

ら

に
朱

筆

訂
正

し

て
、

『
実
記

』
と
同
内

 

 
容

に
な

っ
て

い
る
。
4
.

「
南

」
の
誤

り

か
。
5
.
久

米
筆

の
黒
表

紙

ノ
ー

ト

（久

 

 
米

美
術

館
蔵

）

に
同

経
緯

度

が
記

さ
れ

て

い
る

た
め
、

ノ
ー
ト

の
デ

ー

タ
を
基

 

 
に
し

た
と
推

察

さ

れ
る
。

6
.

本
史

料

執
筆

段
階

で

は
、
正

確

な
数

字
を

記

し

 

 
た
資
料

が

手
元

に
な

か

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

白
表

紙
本

お
よ
び

『実

記
』

に
記

 

 
さ
れ

て

い
る
人

口
数

四
十

四

万

八
千

七

百

四
十

三
人

は
、
関

係

基
礎

史
料

「
鵬

 

 
程

随
筆

」

（久
米

自
筆

）
に
基

づ
く

と
思

わ
れ

る

（久

米
美

術
館

編

『
久
米

邦
武

 

 
文

書

 
三

』
吉

川
弘

文
館

、

二
〇
〇

一
、

三

五

一
）
。

こ

の
人

口
数

は
、

一
八

七

 

 

一
年

の
戸

口
調

査
結

果

と
同

一
で
あ

る

（S
ta
te
sm
a
n
's
 Y
e
a
r
 B
o
o
k
,
 1
8
7
5
,

 

 
p
.3
1
5
）
。

7
.
以

下
、

「
兵

ア

リ
テ

之

ヲ
守

ル
」
ま

で
は
、
白

表

紙
本

で
朱

筆
訂

 

 
正

に
よ
り

『実

記
』

と
ほ

ぼ
同
内

容

に
な

る
。

8
.

イ

タ
リ

ア
は

一
八

六

一
年

 

 
に
統

一
さ
れ

て

い
る
。

こ

の
年

か
ら
十

二
年

後

が
使

節
団

の
訪

問

（
一
八
七

三

 

 
年

）
に
あ

た

る
。
9
.

サ

ル
デ

ー

ニ
ャ

S
a
r
d
e
g
n
a
。

10
.

王
宮

パ

ラ

ッ
ツ

ォ
・

 

 

レ
ア
ー

レ

P
a
la
z
z
o
 R
e
a
le
。

汚
5
汛 

1
.

カ

ス
テ

ル

・
ヌ
オ
ヴ

ォ

C
a
st
e
l
 N
u
o
v
o
の
こ
と

か
。

2
.

使
節

団

は
、

 

 

マ
ル

セ
イ

ユ
か
ら

日
本

へ
向

け

て

の
帰

航

で
同
年

七

月

二

二
日

に
短

時

間

で
は

 

 
あ

る
が

ナ
ポ

リ

に
上
陸

し

て

い
る

（第

五

編

「第

九

十

四
巻
 

地
中

海

航
程

ノ

 

 
記
」
）
。

そ

こ
で
も

ナ
ポ

リ

の
街

の
不
衛

生

さ
や

金
銭

を
無

心

す
る

民
衆

、

ま
た

 

 
ヴ

ェ
ズ
ヴ

ィ
オ
火

山

や
湾
内

の

「
絶
景

」

に

つ
い
て
再
び

触

れ

て

い
る

（
田
中

 

 

『実

記
』
五

:
二
四
五

―

四
六
）
。
な

お
、

九

四
巻

の
挿
絵

「那

不

児
府

王
宮

ノ

 

 
広
逡

」

に

つ
い
て
は
、

本
稿

補
論

を
参

照

。

汚
6
汛 

1
.

カ
ト

リ

ッ
ク
教

。
白

表
紙

本

で

「
羅
馬

『
カ

ト

レ
イ
キ
』
」
に
朱
筆

訂

正
。

 

 
2
.

聖

母
子

像
。

3
.

フ
ィ

レ

ン
ツ

ェ
F
ire
n
z
e
。

汚
11
汛
で
は
仏

羅
綾

。

4
.

 

 

『実

記
』

で
は
、

こ
の
後

に
約

七
〇

〇
字

に
わ
た

っ
て
統

一
戦

争

時
代

の
ナ
ポ

 

 
リ

の
記
述

が
追

加

さ

れ

て

い
る

（田
中

『
実
記

』
四

：
三

二
六
ー

二
七

）
。
白

表

 

 
紙
本

で
は
、

こ

の
部

分
が
久

米

筆

で
別
紙

追
加

。

汚
7
汛 

1
.

国
立

博
物

館
。

現

ナ
ポ

リ
国

立
考
古

学

博
物

館
。

博
物

館

の
歴

史

に

つ

 
 

い
て
は

、
M
A
N
N

,
p
p
.1
1
-
1
4
を
参

照
。

2
.

久

米

の
手
帳

に
は

「
ポ

ン

ヘ
ー

 
 

汚
＝
ポ

ン
ペ
イ
汛
よ
り

掘
出

し

の

モ
ザ

イ

ル
汚
＝

モ
ザ
イ

ク
汛
、

ナ

イ

ル
禽

獣

図
」

 
 
と

い
う
字

が

認

め
ら

れ
、

ナ
イ

ル
川

風
景

の
モ
ザ

イ

ク
が
記

録

さ
れ

て

い
る
。

 
 
ポ

ン
ペ
イ

「
フ

ァ
ウ

ヌ

ス
の
家

」
出

土

の
舗
床

モ
ザ
イ

ク

の
こ

と

か
。

汚
8
汛 

1
.

後
出

の
ラ

テ

ン
碑

文

の

こ
と
か
。

2
.

こ
の
三
種

類

の
文

字

に

つ
い
て

 
 

は
、

『実

記

』
に
は
記
述

が

な
く

、
白

表
紙

本

の
段

階

で
す

で

に
削

除

さ
れ

て

い

 
 

る
。
漢

学
者

で
あ

る
久

米

が
碑

文

に
対

し

て
興

味

を
抱

い
て

い
た

こ
と
を

う

か

 
 
が

わ

せ
る
貴

重

な
箇
所

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
文

字

は
久

米

の
手
帳

に
も
認

め
ら

 
 

れ
る
。
3
.

こ

の
文

字

は
、
P
汛
O
S
T
 Q
V
I
N
Q
V
E
N
IV
M
 
P
O
P
汚V
L
E
I
と
な

 
 

り
、

『
タ
ブ

ラ

・
ベ
ン
ビ

ー
ナ

T
a
b
u
la
 B
e
m
b
in
a
』

（in
v
.
2
6
3
6
）

の

―
部

と

 
 
思

わ

れ
る
。

本
史

料

の
文
字

は
、
前

二
世
紀

の
『
不
法

徴
収

に
関

す
る
法

律

lex

 
 

rep
e
tu
n
d
a
r
u
m
 

（
C
I
L

汚
ラ

テ

ン
碑

文
集

成
汛
I2,
5
8
3
）
の
六

六
行

目

に
あ

た

 
 

る

（図

3
）
。
上

段

三

つ
お
よ
び

下
段

ひ
と

つ
か
ら

な

る
四

つ
の
塊

の
う

ち
、
下

 
 
段

の
も

の

に
そ

の
文

字

が

認

め
ら

れ

る
。

こ

の
青

銅

板

に

つ

い
て

は
、
M

.H

.

 
 
C
r
a
w
f
o
rd
（e
d
.）,
 R
o
m
a
n
 S
ta
tu
tes
,
 Lo
n
d
o
n
 1
9
9
6
,
 pp
.6
5
-
1
1
2
,
 fig
s
.
 I

図3 『タ ブ ラ ・ベ ン ビー ナ』 （MANN）



 
 
-
Ⅱ
を
参

照
。

図

は
、
M
A
N
N

,
P
.3
5
6

（下

）
よ

り
。

4
.

ヘ
ル
ク
ラ

ネ
ウ

ム

 
 

の

「
パ
ピ

ル
ス
荘
」
出
土

の
炭

化

し
た

パ
ピ

ル

ス
巻

物

が
想
起

さ

れ
る
。

「
パ

ピ

 
 

ル
ス
荘
」
は
十

八
世

紀

に
発
掘

が
開

始

さ
れ
、

使
節

団

の
博
物

館
訪

問
時

に
は
、

 
 

「
パ
ピ

ル
ス
の
間
」
に
お

い
て
巻
物

の

一
部
が

展

示
さ

れ

て

い
た
。

「
パ

ピ

ル

ス

 
 
荘
」

の
巻

物

は
ギ

リ

シ
ア
語

に
よ
る
も

の
が
多

い
が
、

こ

の
字

体

は
ギ

リ

シ
ア

 
 
語

で

は
な

い
。

ま
た
、

ロ
ー

マ
 

代

の
ラ

テ

ン
語

の
字
体

と
も
似

て

お
ら
ず

、

 
 
む

し

ろ
イ
タ

リ

ア
語

の
よ
う

に
見

え

る
。
最
初

の
文
字

は
大

文
字

の
P

と
も

D

 
 
と

も

と
れ

る
よ
う

な
形

を
し

て

い
る
が

、

こ
れ

は
装
飾
的

な
字

体

の
P

に
酷
似

 
 
し

て

い
る
。
す

る
と

P
ia
n
t
a
と
読

め

る
。
P
ia
n
t
a
は

ラ
テ

ン
語

に
は
な

い
こ
と

 
 

か
ら
、

イ
タ

リ

ア
語

で
あ

る
可
能

性
が

高

い
。
P
ia
n
ta
は

「
植
物

、
地

図
」

な

 
 
ど

を
意
味

す

る
。
次

の

im
m
a
tu
r
a
は

「
未
熟

の
、
未

完
成

の
」
と

い

っ
た

意

 
 
味

で
あ

る
。

い
ず

れ

に
し

て
も
、

パ

ピ

ル
ス
巻
物

そ

の
も

の
で

は
な
く

、
博

物

 
 
館

に
あ

っ
た
解

説
等

を

写
し

た

の

で
は
な

い
か
。

汚
9
汛 

1
.

以
下

の
模
写

生

と

の
や

り
と

り
な

ど

に

つ
い
て
は
、
『
実
記

』
で
は
削
除

。

 
 
白
表

紙
本

で
は
、
浄

書

段
階

で
本
史

料

内
容

よ
り

も

一
部
追

加
記
述

あ

り
。

現

 
 
地

で

の
体

験

に
基

づ
く

イ

タ
リ

ア
人
観

を
伝

え

る
貴
重

な
記

述

で
あ

る
。

2
.

 
 
現
在

は
展

示
室

と
な

っ
て

い
る
。

汚
10
汛
 

1
.

ロ
ー

マ
の
カ

ラ
カ

ラ
帝

浴

場
出

土

の
水

盤

。
久

米

の
手
帳

に
も

「
カ
ラ

 
 
カ

ラ
帝

の
浴
場

に
あ

り

し
水

瓶
紫

及

汚
ま
た

は
色

？
汛
の

マ
ー
ブ

ル
」
と
あ

る
。

 
 
中
庭

に
は
、

カ

ラ
カ
ラ
帝

浴

場
出

土

の
大
型

水
盤

が
設

置

さ
れ

て

い
る
。

フ

ァ

 
 

ル
ネ
ー
ゼ

・
コ
レ
ク

シ

ョ
ン
の

ひ
と

つ
で
あ

り
、
赤

紫
色

の

エ
ジ

プ

ト

（埃

及
）

 
 
産
斑

岩
製

で
蛇

や
仮

面

の
装
飾

が

つ
い
て

い
る
。

口
径

二
九

六

㎝
。
本

史
料

の

 
 
水

盤

は

「其

径

一
丈

五

尺
」
と
あ

る
。

一
尺

を
約

三
〇

㎝
と

す

る
と
約

四

・
五

m

 
 
で
あ

り
、

中
庭

の
水

盤

と
寸

法
が

一
致

し
な

い
。

ま

た
、

「高

サ
」
と
記

し

た
箇

 
 
所

を
削

除

し
、

（短
径

一
）

「丈

三

尺
許

ノ
楕

円
形

」

と
続

け

て

い
る
。

中
庭

の

 
 
水

盤

は
円

形

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
こ
と

か
ら

、
本
史

料

の
水

盤

と
博
物

館
中

庭

 
 
の
水
盤

と

は
異

な

る
と
も

思

わ
れ

る
。

博
物
館

に
は

カ
ラ

カ
ラ
帝

浴
場

出

土

の

 
 
水

盤

が
も

う

一
基
あ

る

が
、

そ
れ

は
複

数
断

片

の
状
態

で
修

復

さ
れ

て

い
な

い

 
 
ま
ま

一
部

が
中
庭

に
置

か
れ

て

い
る
。
本

史
料

の
水

盤

は
形
状

が

わ

か
る

の

で
、

 
 
そ

の
断

片

状

の
も

の

で
は
な

い
で
あ

ろ
う
。
寸

法

は

一
致
し

な

い
が
、

中
庭

の

 
 
水

盤

以
外

に
候

補

は
な

い
。
中

庭

の
水
盤

に

つ
い

て
は
、
A
.
A
m
b
r
o
g
i,
 La
b
ra

d
i
 e
ta
 r
o
m
a
n
a
 in
 
m
a
rm
i
 b
ia
n
c
h
i
 e
 co
lo
ra
ti
,
 R
o
m
a
 2
0
0
5
,
 p
p
.

 

1
8
2
-
1
8
7
,
 50
2
-
5
0
3

（L
.
8
）
を

参
照

。
な

お
、
久

米

は

ロ
ー

マ
の
ヴ

ァ
チ

カ

ン

 

美

術
館

で
も

同
様

の
水
盤

（
『
実
記

』

「
第
七

十
六

巻
 

羅
馬

府

ノ
記

下
」

で
は

 

 
「水

盥

」
）
を

目

に
し

て

い
る

（
田
中

『
実

記
』

四

:
三
〇

六
）
。

そ

の
水
盤

は

 

 
「
一
堂

ノ
中

央

ヲ
専

ラ

ニ
」
し

て

お
り
、

「
紫
色

ナ

ル
花

剛
岩

」
製

で

「
正

円
形

 

ニ
シ
テ
径

二
丈

二
近

シ
」

と
あ

る
。

お
そ

ら

く

「
サ
ー

ラ

・
ロ
ト

ン
ダ

S
a
la

 

R
o
to
n
d
a
」

（
＝
円
形

の
間

）
中
央

を
占

め

る
赤

紫

色

の
斑
岩

製

の
水
盤

で
あ

ろ

 

う

。
し

か
し

、
実

際

の
寸
法

は
直

径

四
七
六

㎝
（A
m
b
r
o
g
i
前
掲

書

:

一
九

四

 

頁

汚L
.
1
2
汛
）
で
あ

り
、

「
二
丈

」

（
＝
約

六

m
）
に
は
及
ば

な

い
。

久
米

が
見

た

 

目

で
寸

法
を

記
述

し

て

い
た

と
推
察

す

る

こ
と

は
可
能

で
あ

ろ
う

か
。

な

お
、

 

 
『実

記
』

の
度

量
衡

に
関

し

て
は
、

高

田
誠

二

「
『米

欧
回

覧
実

記
』
に
現

れ

る

 

度

量
衡

」
、

田
中
彰

・
高

田
誠

二
編

『
「
米
欧

回
覧

実
記

」

の
学
際

的
研

究
』

北

 

海
道

大

学
図

書
刊

行
会

、

一
九
九

三

:
二

一
五
―

二
二
四
）

を
参

照
。

汚
11
汛

1
.

ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ
ア

V
e
n
e
z
ia
。
白

表
紙

本

で
は

「
フ

ェ

ニ
シ

ャ
」

と
朱

筆

 

訂

正
。

汚
12
汛

1
.

卵
城

（
カ

ス
テ

ル

・
デ

ッ

ロ
ー
ヴ

ォ
）
C
a
s
te
l
 de
ll'O
v
o
の
こ

と
か
。

 

2
.

ポ

シ

ッ
リ
ポ

の
洞
窟

G
r
o
tt
a
 
d
i
 P
o
s
illip
o

（別
名

ナ

ポ
リ

の
地

下
道

 

C
r
y
p
t
a
 N
e
a
p
o
le
t
a
n
a
）
。

ナ
ポ
リ
〜

ポ

ッ
ツ

ォ
リ

間

を
結

ぶ
道

と
し

て
初
代

 

ロ
ー

マ
皇
帝

ア
ウ
グ

ス
ト

ゥ
ス
時
代

に
建

造

さ
れ

た
。

『
ア

ッ
プ

ル
ト

ン
』
：
六

 

二

一
で

は
、
ネ

ロ
帝

時
代

の
も

の
で
あ

る
が
、

そ

れ
よ

り
も

遡

る
説
も

あ

る
と

 

述

べ
ら

れ

て

い
る
。

こ
の
ト

ン
ネ

ル
に

つ
い
て

は
、
S
.D
e
 C
a
r
o
,
 A
.
 G
r
e
c
o
,

 

C
a
m
p
a
n
ia
,
 R
o
m
a
-B
a
r
i
 19
9
3
,
p
.3
5
を
参

照

。
な

お
、

成
島

柳
北

『
航

西

日

 

乗
』

で
は
、

明
治

六
年

四
月

一
日

に
ナ
ポ

リ
近
郊

の

「
地
道

」

を
訪

れ

た

こ
と

 

が
述

べ
ら
れ

て

い
る
が

、

こ
れ
も

ポ

シ

ッ
リ
ポ

の
洞
窟

で
あ

ろ
う

（井

田

『幕

 

末
』
:
一
〇
九

）
。

3
.

ロ
ー

マ
の

コ
ロ
ッ
セ

ウ
ム

に
似

て

い
る
「
観

場

ノ
基
礎

」

 

と

は
、

ナ
ポ

リ
近

郊
ポ

ッ
ツ

ォ
リ

P
o
z
z
u
o
li
の
円

形
闘
技

場

跡

の

こ
と
か
。

 

4
.

コ
ー

ニ
ッ
キ
は
、

カ

ス

テ

ル

・
ヌ

オ
ヴ

ォ

C
a
s
te
l
 N
u
o
v
o
か
と

し
な

が

 

ら

も
、

ナ
ポ

レ
オ

ン
 

代

の
ナ
ポ

リ

王
ジ

ョ
ア
シ

ャ

ン

・
ミ

ュ
ラ

に
関
連

す

る

 

宮
殿

の
可
能
性

を

挙
げ

て
い
る

（K
o
r
n
ic
k
i
 2
0
0
2
,
 p.3
3
8
）
。

カ

ス
テ

ル

・
ヌ

 

オ
ヴ

ォ
は
、
十

三

世
紀

に
フ
ラ

ン

ス
の

ア

ン
ジ

ュ
ー
家

出

身

の
ナ

ポ
リ

王

カ

ル

 

ロ

一
世

（
＝

シ
ャ

ル
ル

・
ダ

ン
ジ

ュ
ー
）

に
よ

っ
て
建
造

さ

れ
た

た
め

、
由

来

 

と

し

て
は
久

米

の
記
述

に
合

う

が
、
海

沿

い
に
位

置

す

る
た

め
、
久

米

の

「
山

 

上
」
と

い
う
記

述

と

一
致
し

な

い
。
推

測

の
域

を
出

な

い
が
、

四
行

目

の

「
南

」



 

 
が

「
北

」

の
誤

り

で
あ

れ
ば
、

眺

望

の
よ

い
丘

上

に
位

置

す

る
カ

ポ
デ

ィ

モ

ン

 

 
テ

C
a
p
o
d
im
o
n
te
の
宮

殿

（現

カ
ポ

デ

ィ

モ

ン
テ
美

術
館

）

の
可

能

性

が

あ

 

 
る
。

こ

の
宮

殿

は

一
七

三

八
年

に
ナ
ポ

リ

王

で
あ

る
ブ

ル
ボ

ン
家

の

カ

ル

ロ
ス

 

 
七
世

に
よ

っ
て
建
造

が
開

始

さ

れ
た
。

十

九
世
紀

初

頭

に
は
、

ナ

ポ

レ
オ

ン

一

 

 
世

の
兄

で
あ

り
ナ
ポ

リ

王

と
な

っ
た
ジ

ョ
セ

フ

・
ボ

ナ

パ

ル
ト
や
前

出

の
ミ

ュ

 

 
ラ

の
住

居

に
も

な

っ
た

。

カ

ス
テ

ル

・
ヌ
オ
ヴ

ォ
の
由
来

と

カ
ポ
デ

ィ

モ
ン
テ

 

 
宮

の
歴
史

と
が

混
同

さ

れ
た

可
能

性

も
想
定

で
き

る
。

カ
ポ
デ

ィ
モ

ン
テ

の
庭

 

 
園

に
は

雉

園

F
a
g
ia
n
e
r
ia
が

あ

り
、
久

米

の

「
諸

禽

ヲ

養

ヒ

テ

草

中

ニ
戯

 

 

ル

ヽ
」

と

い
う

記
述

に
も
近

い
。

な

お
、

方
位

の
誤

記
が

あ

る

の
は
、

こ
れ

ま

 

 
で

に
も
知

ら

れ

て

い
る
。
本
史

料

で
は
、

ナ
ポ

リ

か
ら

み
た
ポ

ン

ペ
イ

の
位

置

 

 

汚
12
汛
や

ロ
ー

マ
に

お
け

る
ピ

ン
チ

ョ
丘

汚
21
汛

の
位
置

が
実

際

の
方
位

と
異

 

 
な

っ
て

い
る
。

5
.

ポ

ン
ペ
イ

の
位
置

は
、

ナ
ポ
リ

の
南

ま

た
は
南

東

。

汚
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1
.

『
ア

ッ
プ

ル
ト

ン
』
で
は
、

ロ
ー

マ
時
代

に
お
け

る
ポ

ン
ペ
イ

の
人

口

に

 

 
関

す

る
記

述

は
認

め

ら

れ

な

い
。

当

時

の
代

表

的

な

旅

行

案

内

書

『
ベ

デ

 

 
カ

ー
』
:
一

一
七

で
は
、
人

口
三

万
人

と
あ

る
。
現
在

で
は

一
万
人

程
度

と
推

定

 

 
さ

れ
て

い
る

（W

.M

.
J
o
n
g
n
a
n
,
 “T
h
e
 L
o
s
s
 o
f
 In
n
o
c
e
n
c
e
”
,
 J.J
.
D
o
b
-

 

 
b
in
s
 &
 P
.W

.
 F
o
s
s
（e
d
s
.）,
 T
h
e
 W
o
rld
 of
 P
o
m
p
eii
,
 Lo
n
d
o
n
 &
 
N
e
w

 

 
Y
o
r
k
 2
0
0
8
,
 p.4
9
9
-
5
1
7
）
。

2
.

ヴ

ェ
ズ

ヴ

ィ
オ
火

山

の
噴
火

は
後

七

九
年

。

 

 

『
ア

ッ
プ

ル
ト

ン
』
：
六

二
五

で
も
七

九
年

。
ロ
ー

マ
時
代

の
歴
史
家

タ
キ

ト

ゥ

 

 

ス
は
、
後

五

九
年

に
ポ

ン
ペ
イ

の
円

形
闘

技
場

で
の
乱
闘

事
件

に

つ
い

て
書

き

 

 
残

し

て

い
る

（
『年

代
記

』

一
四
巻

一
七
）
。
七

九
年

の
噴

火

以
前

に
ポ

ン
ペ
イ

 

 

一
帯

を
襲

っ
た
大
地

震

は
後

六

二
年

と

さ
れ

る
。
本

史
料

「紀

元

五
十

六
年

」

 

 

の
数
字

は
そ

れ
ら

の
い
ず

れ
と

も

一
致

せ

ず
、

こ
の
年
代

の
典

拠

は
不

明

で
あ

 

 
る
。

な

お
、
成

島
柳

北

『航

西

日
乗

』
で
も
噴

火

は
七

九
年

と

な

っ
て

い
る

（明

 

 
治

六
年

四
月

二
日

見
学

。
井

田

『
幕
末

』
：

一
〇

九

）
。

汚
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1
.
海

の
門

P
o
rt
a
 M
a
r
in
a
.
 2
.

集
古

館

A
n
tiq
u
a
r
iu
m
.
 3
。

一
八
六

 

 
三
年

に
は
じ

め

て
取
出

し

に
成
功

し

た
石

膏
遺

体
。

「
丈
夫

ノ
屍
」
は
、

『
実

記
』

 

 
挿
絵

「
同

汚
＝
ポ

ン
ペ
イ
汛

古

死
屍

」
と

し

て
掲
載

。

石
膏
遺

体

お

よ
び

『
実

 

 
記
』

挿
絵

に

つ
い
て

は
、
藤

沢

二
〇

一
〇

を
参

照

。

汚15
汛
 

1
.
水

道
管

。

汚
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1

.

当

 

の

ポ

ン

ペ

イ

遺

跡

監

督

局

長

ジ

ュ
ゼ

ッ
ペ

・
フ
ィ

オ

レ

ッ
リ

 

 
G
iu
s
e
p
p
e
 F
io
r
e
lli
の

こ
と

か
。

2
.

フ

ォ
ル

ム

（
公
共
広

場

）

の
北

西
、

ア

 

 
ポ

ロ
神
殿

の
北

に
位

置

す

る
ア

エ
ラ

リ
ウ

ム

a
e
ra
riu
m

（第

七
区

第
七

街
区

二

 

 
九
番

）

汚
＝
都

市

の
宝
庫

、
金

庫
汛
の
こ
と

か
。

3
.

フ
ォ

ル
ム

の
南

西

に
位

置

 

 
す

る

バ
シ
リ

カ

ba
silic
a

（
八

・
一
・
一
）

の

こ
と

か
。

4
.
学

校

は
、

フ
ォ

ル

 

 
ム
西

柱
廊

の
北

側

（七

・
七

・
三
〇
）

に
あ

っ
た

と
さ

れ

る
。

5
.
浴

場

は
複

 

 
数

あ

る

が
、

こ

れ

ま

で

の
記

述

が

フ
ォ

ル
ム

周

辺

に
集

中

し

て

い

る
た

め
、

 

 

「
フ

ォ
ル
ム

の
公

共
浴

場
」

（七

・
五
）

の

こ
と

で
あ

ろ
う
。

6

.
娼
館

（七

・

 

 

―
二
・
一
八
）
。

7
.
中

央
広

間
。

周
囲

に
複

数

の
小

部

屋
が
配

さ

れ
、

小
部

屋

 

 
の
入

口
上

部

の
壁

に

は

「
春
画

」
が
描

か
れ

て

い
る
。

な

お
、

『実

記
』

の
ボ

ン

 

 
ペ
イ

の
挿

絵

に
は
、

恋

愛
場

面
を

描

い
た

も

の
が
あ

る

が
、

こ
れ

は

こ

の
娼

館

 

 
で

は
な

く
、

「
竪
琴

弾

き

の
家

」

（
一
・
四

・
五
、

二
五
）
出

土

の
も

の
で
あ

る
。

 

 
ポ

ン

ペ
イ

に
関

す

る
挿

絵

に

つ

い
て
は
、
藤

沢

二
〇

一
〇
を
参

照

。
8
.
娼

館

 

 
に
隣

接

し
た
羊

毛
縮

絨

工
場

f
u
lla
n
ic
a

（
七

・

一
二

・
一
七
、

二

一
）

の
こ
と

 

 
か
。

当
 

の
ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

に
は
、

以
下

の

よ
う

に
、

こ

の
建

物

を

「
石
鹸

工

 

 
場
」

と

し

て

い
る
も

の
も
あ

る

（N
.
 P
a
g
a
n
o
,
 G
u
id
a
 d
i
 P
o
m
p
e
i,
 6
a
 ed
.,

 

 
N
a
p
o
li
 18
7
5
,
 p.4
0
,
“
F
a
b
b
r
ic
a
 d
i
 sa
p
o
n
e
”
.
 こ

の
著

書

の

一
八
七

三
年

版

 

 
で
は
、
戸

口
の
番

号
が

二

四

に
な

っ
て

い
る
が

、
七

五
年

版

で
改

訂

さ
れ

て

い

 

 
る
）
。

な

お
、

フ

ィ
オ

レ
ッ
リ

は
、

こ

の

建

物

を

f
u
llo
n
ic
a
と

し

て

い

る

 

 

（D
es
c
r
iz
io
n
e
 d
i
 P
o
m
p
e
i,
 N
a
p
o
li
 18
7
5
,
 pp
.2
8
5
-
8
6
）
。
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1
.

石
灰

の

こ
と
。

2
.

ポ

ン

ペ
イ

に
は
大

劇
場

お

よ
び

小
劇

場

（ま

た
は

 

 
音
楽

堂
）
が

あ

る
。

し

か
し
、

「
羅
馬

ノ
挌

獣
観

汚
＝

コ

ロ
ッ
セ
ウ

ム
汛
ニ
比

ス
」

 

 
と
続

い
て

い
る

こ
と

か
ら
、

ポ

ン

ペ
イ
遺

跡
南
東

に
位
置

す

る
円

形
闘

技
場

ア

 

 
ン
フ

ィ
テ

ア
ト

ル
ム

a
m
p
h
ith
ea
tru
m

を

指

し

て

い
る
と
思

わ

れ
る
。
な

お
、

 

 
円
形

闘
技

場

は

『実

記

』
挿

絵

「
同

汚
＝
ポ

ン

ペ
イ
汛
古

観
場

」

と
し

て
掲

載

 

 
さ

れ

て

い
る
。

『実

記
』
七

五
巻

で
は

、

コ
ロ

ッ
セ
ウ

ム
の
挿
絵

の
タ

イ
ト

ル
・

 

 
キ

ャ
プ

シ

ョ
ン
に
も

「
古

観
場

」
が

用

い
ら

れ
、

「
コ

ロ
シ

ュ
ム
」
と

ル
ビ
が

振

 

 
ら

れ

て

い
る
。

「
格

獣
観

ハ
（即

チ
「
コ
ロ
シ

ョ
ム
」
一
名

ハ
「
ア

ン
フ

シ

ェ
タ

ー
」

 

 

汚
＝
a
m
p
h
ith
e
a
t
e
r

（英

）
汛

ト

モ
云
）
」

と
も
述

べ
ら
れ

て

い
る

（
田
中

『
実

 

 
記
』

四

:
三

〇

二
）
。

な

お
、
「
芝

居
」

と

い
う

言
葉

は
、

必
ず

し

も
人

間

に
よ

 

 
る
劇

あ

る

い
は
劇

場
を

示

す

の
で
は

な
く

、

ロ
ー

マ
の
競
馬

場

h
ip
p
o
d
r
o
m
u
s

 

 
の
訳

語

「
馬

芝

居

」

と

し

て

も

登

場

す

る
。

3

.

ヘ

ル

ク

ラ

ネ

ウ

ム

H
e
r
-

 

 
c
u
la
n
e
u
m

（
現

エ
ル

コ
ラ

ー

ノ

E
r
c
o
la
n
o
）
の

こ
と
。
白

表
紙

本

で

は
、
墨

筆

 

 
訂

正

で
地

名

お
よ
び

発

見
年

が
追

加

さ
れ

る
。



汚
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1
.
「
石

磴
階

子
」
は
、
劇

場

の
階
段

状
観

客
席

の
こ
と

か
。
農

民
が
井

戸

を

 

 
掘

削

し

て

い
て
発
見

し
た
場

所

は
、
後

に
劇

場
跡

で
あ

る

こ
と
が

判
明

し
た
。

 

 
現
在

の
街

が
あ

る
地

面

か
ら
劇

場
上
部

ま

で

の
距

離

は
、
本

史
料

の
数
値

と

ほ

 

 
ぼ

一
致
し

て

い
る
。
劇
場

に

つ
い
て
は
、
G
.
 To
s
i,
 G
li
 ed
if
ici
 pe
r
 sp
e
tta
c
o
li

n
e
ll
'I
ta
lia
 ro
m
a
n
a
,
 R
o
m
a
.
 
2
0
0
3
,
 p.1
4
1
;
 A
.
M
a
iu
r
i.
 H
e
r
cu
la
n
e
u
m
,

 

 
E
n
g
lis
h
 7
th
 e
d
.,
 R
o
m
a
 1
9
7
7
.
 pp
.7
0
-
7
4
を
参
照

。

2
.
手
帳

に
は
、

一

 

 

二
時

五
〇

分

ナ

ポ

リ

出

発

か

ら

「
半

時
」

で

C
a
n
c
e
lla

（
＝
カ

ン
チ

ェ
ッ

ロ

 

 
C
a
n
c
e
llo
）
、

そ

の
後

M
a
-
（
マ
ッ
ダ

ロ
ー

ニ

M

a
d
d
a
lo
n
i
の
こ
と

か
）
、

「
カ

 

 

ス
セ

ル
カ

汚
＝
カ

セ

ル
タ

汛
、

サ

ン
ト

マ
リ
ヤ

汚
＝

サ

ン
タ

・
マ
リ

ア
汛
、

カ
プ

 

 
ア
」

を
過
ぎ

、

「
サ

ア

ン
ゼ

ル

マ
ン
」

汚
＝
サ

ン

・
ジ

ェ
ル

マ
ー

ノ
ま
た

は

カ

ッ

 

 

シ
ー
ノ
汛
に

四
時

に
到

着

と
記
録

さ

れ
る
。
カ

ン
チ

ェ
ッ
ロ
お
よ
び

マ

ッ
ダ

ロ
ー

 

 

ニ
は
『
ア

ッ
プ

ル
ト

ン
』
に
は
な

い
が

、

『
ベ
デ

カ
ー
』
：

一
〇

に
は

ロ
ー

マ
〜

ナ

 

 
ポ
リ

間

の
鉄
道

駅

と
し

て
掲

載

あ
り
。

3
.

カ
セ

ル
タ
。

4
.
本

史
料

で

は
ひ

 

 
と

つ
の
地
名

の
よ
う

に
記

さ

れ
る
が
、

白
表

紙
本

や

『
実
記

』

で
は

「
サ

ン
タ

 

 

マ
リ

ヤ
」
と

「
パ

ト

ワ
」
に
分

か
れ

て

い
る
。
後
者

は
、

パ

ド
ヴ

ァ

P
a
d
o
v
a
の

 

 
こ
と

で
あ

ろ
う

が
、

こ

の
都

市

は
北

イ
タ

リ

ア
に
位
置

す

る
た

め
、
実

際

に
は

 

 
南

イ

タ
リ

ア

の
カ
プ

ア

C
a
p
u
a
を

指

し

て
い
る

と
推
定

さ

れ
る
。
手
帳

に
は
、

 

 
パ
ド

ヴ

ァ
で
は

な
く

カ
プ

ア

の
地
名

が
記

さ
れ

て

い
る

（註

2
）
。
な

お
、
『
ア

ッ

 

 
プ

ル

ト

ン
』
:
六

一
五

で

は
、

サ

ン
タ

・
マ
リ

ア

S
a
n
t
a
 
M
a
r
ia
と

カ

プ

ア

 

 
C
a
p
u
a
の
地
名

が

あ

る
。

こ
れ
ら

は
、

そ

れ
ぞ
れ

サ

ン
タ

・
マ
リ

ア

・
カ
プ

ア

・

 

 
ヴ

ェ
ー

テ

レ

S
a
n
ta
 M
a
r
ia
 C
a
p
u
a
 V
e
t
e
r
e
と
カ
プ

ア

C
a
p
u
a
に
あ

た

る

 

 
と
思

わ
れ

る
。

5
.

ア

ペ

ニ
ン
山
脈
。

汚
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1
.

サ

ン

・
ジ

ェ
ル

マ
ー
ノ

S
a
n
 G
e
rm
a
n
o
.
ロ
ー

マ
時

代

の
地
名

に
因

み

 

 

一
八

六
三
年

に
サ

ン

・
ジ

ェ
ル

マ
―

ノ
か
ら

カ

ッ
シ
ー

ノ

C
a
s
s
in
o
に
改
名

。

 

 

『
ア

ッ
プ

ル
ト

ン
』
:
六

一
五

で
は
、

「
サ

ン

・
ジ

ェ
ル

マ
ー

ノ
、

別
名

カ

シ

ー

 

 
ノ

C
a
s
in
o
」
と
あ

る
。
綴

り

は
や
や

異
な

る
が

、
地
理

的

・歴

史
的

に
カ

ッ
シ

ー

 

 
ノ
と
同

一
で
あ

ろ
う
。

『
ア

ッ
プ

ル
ト

ン
』

で
も

サ

ン
・
ジ

ェ
ル

マ
ー
ノ
付

近

に

 

 

「
す
ば

ら
し

い
カ

シ
ー
ノ
山

修
道

院

M

o
n
a
s
te
r
y
 o
f
 M

o
n
te
 C
a
s
in
o
が
あ

 

 
り

、
訪

れ

る

に
値

す

る
。
」
と
述

べ
ら

れ

て

い
る
。

2
.

イ
ゾ

レ

ッ
タ

Is
o
le
tt
a

 

 
の
こ

と
か
。

こ

の
地

名

は
『
ア

ッ
プ

ル
ト

ン
』
に
掲
載

さ

れ

て

い
る
。
K
o
r
n
ic
k
i

 

 
2
0
0
2
,
 p
.3
3
6
;
水

澤

『
実
記

』

四

：
三
七

八

（
「
イ

ソ

レ
タ
」
）

も
参

照
。

3
.

 

 
発
音

か
ら

カ

ッ
シ
ー

ノ

の
こ
と

で
あ

ろ
う

が
、
す

で
に
カ

ッ
シ
ー

ノ

（
＝
サ

ン
・

 

 
ジ

ェ
ル

マ
ー

ノ
）
を
過

ぎ

て

い
る
た

め
、
別

の
地

名

と
取

り
違

え

て

い
る

と
推

 

 
察

さ
れ

る
。
白

表
紙
本

お
よ
び

『
実

記
』

に
は
、

「
八
十

六

『
マ
イ

ル
』

ニ
テ
」

 

 
そ

の
駅

に
到
着

し

た
と
あ

る

（田
中

『実

記
』
四

：
三

三
五
）
。

コ
ー

ニ
ッ
キ
は
、

 

 

「
カ

ス
セ
ノ
」
は
、

チ

ェ
プ

ラ

―

ノ

C
e
p
r
a
n
o
で
あ

る
と

し

て

い
る
。

そ

の
根

 

 
拠

と
し

て
、
チ

ェ
プ

ラ

ー
ノ

は
、

『
ア

ッ
プ

ル
ト

ン
』
に
よ

れ
ば

ナ
ポ

リ
か

ら
八

 

 
六

マ
イ

ル
で
あ

り
、

ま
た

ロ
ー

マ
教
皇

領

と
ナ
ポ

リ
王

国

と

の
国

境

に
あ

た
る

 

 
と

し

て

い
る

（K
o
r
n
ic
k
i
 20
0
2
,
 p.3
3
8
）
。

4
.

フ

ロ
ジ

ノ
ー

ネ

F
r
o
s
in
o
n
e
.

 

 
5
.

セ
ー

ニ
S
e
g
n
i.
ナ
ポ

リ

か
ら

一
二

二

マ
イ

ル
半

（『
ア

ッ
プ

ル
ト

ン
』
六

 

 

一
五
）
。

汚
20
汛
 

1

.

ア

ル

バ
ー

ニ
丘

陵

C
o
lli
 A
lb
a
n
i.
 こ

れ

を

北

に

見

て

い

る

た

め
、

 

 
ヴ

ェ
ッ

レ
ー

ト
リ

V
e
lle
tr
i
経
由

で
あ

ろ
う

。

2
.

『実

記
』
七
五
巻

「
羅

馬
府

 

 
ノ
記
 
上

」

五
月
十

一
日

に
記

さ

れ
て

い
る

「
ホ

テ

ル
、

デ
、

コ
ン

ス
タ

ン
チ

 

 
ン
」

（
田
中

『
実
記

』

四

：
二
九
〇

）
。

バ

ル
ベ
リ

ー

ニ
広

場

に
近

い
サ

ン

・
ニ

 

 

コ
ラ

・
ダ

・
ト

レ

ン
テ
ィ
ー

ノ
通

り

V
ia
 S
.
N
ic
o
la
 d
a
 T
o
le
n
t
in
o
に
あ

っ

 

 
た
ホ

テ

ル

・
コ
ス
タ

ン
ツ
ィ

H
o
te
l
 Co
s
ta
n
z
i
の
こ
と
。

現
在

は

ド
イ

ツ

・
ハ

 

 
ン
ガ

リ
ー
教

皇
庁

館

に
な

っ
て

い
る

（岩

倉
翔

子

「
イ

タ
リ

ア

の
四
都
市

訪
問

」

 

 
岩

倉

一
九

九
七
／

二
〇

〇

三

：
一
二
七
）
。

ホ

テ

ル
は
『
ア

ッ
プ

ル

ト

ン
』
：
五

 

 
六
七

に

「
イ
タ

リ

ア
で
最
大

最
良

の
ホ
テ

ル
」

と
し

て
紹
介

さ

れ
、
巻

末

に
は

 

 
広

告

も
あ

る

（“
A
d
V
e
r
tis
e
m
e
n
ts
”
,
 p.1
3
7
）
。

当
時

ま
だ

新

し
く
、

経
営
者

は

 

 
企
業
家

ド

メ

ニ
コ
・
コ
ス
タ

ン
ツ

ィ
で
あ

っ
た
。
彼

に

つ
い
て

は
、
D
iz
io
n
a
rio

 

 
b
iog
raf
ico
 d
eg
li
 Ita
lia
n
i,
 R
o
m
a
 19
8
4
,
 s.v
.
“
C
o
s
t
a
n
z
i,
 D
o
m
e
n
ic
o
”
を

 

 
参
照

。

3
.

サ

ン
・
ピ

エ
ト

ロ
大
聖
堂

。

4
.

『
実
記

』

七
六
巻

「羅

馬
府

ノ
記

 

 
下
」

に
は
、

五
月

一
六

日

の

「
羅
馬

時
代

ノ
牢

獄

」
見

学
が
述

べ
ら

れ
る

（田

 

 
中

『実

記

』
四

：
三

一
四

）
。
同

一
の
遺

構

で
あ

ろ
う

。
5
.
ピ

ン
チ

ョ
丘

M
o
n
te

 

 
P
in
c
io
.
白

表
紙

に
は

「
モ
ン
ビ

シ

ョ
ウ
」
と

も
あ

る
。

『
実
記

』

で
は
ヴ

ェ
ズ

 

 
ヴ

ィ
オ
火

山

（「
モ

ン
ヴ

ェ
ス

シ
オ
」
と

の
混

同
が

み
ら

れ

る
が
、

本
史

料

で

は

 

 
正

し

い
地

名

が
記

さ
れ

て

い
る
。

ピ

ン
チ

ョ
丘

に

つ
い

て
は
、
本

稿

「
補
論

」

 

 
も
参

照
。

汚
21
汛 

1
.
ボ

ル
ゲ

ー

ゼ
公

園

の
こ

と
。

2
.
実

際

の
方
位

は
北

で
あ

る
。



【補
論
】

 

『
米
欧
回
覧
実
記
」
カ
セ
ル
タ
お
よ
び
ナ
ポ
リ
の
挿
絵

に
関
す
る

一
考
察

 
岩
倉
使
節
団
は
、
明
治
四

（
一
八
七
三
）
年
五
月
十
九
日
夜

に
ロ
―
マ
か
ら
ナ

ポ
リ
に
向

い
、
翌
朝
ナ
ポ
リ
近
郊
の
カ
セ

ル
タ
に
立
ち
寄
る
。
夕
刻
ナ
ポ
リ
に
到

着
し
、
三
泊
し
て
二
十
三
日
に
ロ
ー

マ
に
戻
る
。
そ
こ
で
三
泊
し
て
二
十
六
日
に

ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア

へ
向
か
う
。
五
月
二
十
〜

二
十
六
日

つ
い
て
は
、
『実
記
』
第
四
編

「第
七
十
七
巻
 
那
不
児
ノ
記
」
に
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
六
点

の
挿
図
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
カ
セ
ル
タ
及
び
ナ
ポ
リ
の
挿

絵
が
各

一
点
、
ポ

ン
ペ
イ
の
挿
絵
が
四

点
で
あ
る
。
ポ
ン
ペ
イ
に
関
す
る
挿
絵
の
豊
富
さ
が
注
目
さ
れ
る
。

 
そ
の
後
、
使
節
団
は
オ
―
ス
ト
リ
ア
、

ス
イ
ス
を
経
て
、
同
年
七
月
二
十
日
に

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
イ

ユ
か
ら
日
本

へ
向

け
て
帰
航
す
る
。
二
十
二
日
に
ナ
ポ
リ

に
投
錨
し
、
使
節
団
は
短
時
間

で
は
あ
る
が
再
び
ナ
ポ
リ
の
地
を
踏
ん
で
い
る
。

第
五
編

「第
九
十
四
巻
 
地
中
海
航
程
ノ
記
」
に
は
、
二
十
六
日
の
ス
エ
ズ
運
河

到
着
前
ま
で
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
も
ナ
ポ
リ
の
街
の
不
衛
生
さ
や
金
銭
を

無
心
す
る
民
衆
、
ま
た
ヴ

ェ
ズ
ヴ
ィ
オ
火

山
や
湾
内

の

「絶
景
」
に
つ
い
て
再
び

触
れ
ら
れ
て
い
る
。
九
四
巻
に
あ
る
挿
絵

は
二
点
で
、
そ
の
ど
ち
ら
も
が
ナ
ポ
リ

風
景
を
扱

っ
た
も
の
で
あ
る
。
ナ
ポ
リ
が
使
節
団
に
と

っ
て
、
あ
る
い
は
「編
修
」

者
の
久
米
に
と

っ
て
い
か
に
印
象
的

で
あ

っ
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。

 
本
稿

で
は
、

こ
れ
ま
で
原
図
や
場
所
の
検
証
に
つ
い
て
指
摘
の
な
か
っ
た
カ
セ

ル
タ
挿
絵
お
よ
び
九
四
巻
ナ
ポ
リ
挿
絵
中

の

一
点
を
と
り
あ
げ
る
。

 
 

（
一
） 

カ

セ

ル
タ
挿

絵

（七
七

巻

）

に

つ

い
て

 
カ
セ
ル
タ
の
王
宮
に
は
丘
陵
に
か
け
て
広
大
な
庭
園
が
続
き
、
滝
や
池
が
直
線

上
に
配
さ
れ
て
い
る
。
『実
記
』
七
七
巻
で
は
、
庭
園
の
景
観
が
詳
細
に
述

べ
ら
れ

て
い
る
。
カ
セ
ル
タ
の
挿
絵

「
以
大
利
那
不
児
近
在

『カ
セ
ル
宮
」
（図
4
）
に
は
、

庭
園
の

一
部
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
前
景
全
面
を
占
め
、
中
景
右
に
か
け
て
傾
斜

を
上
る
歩
道
が
続
き
、
そ
の
左
に
彫
像
で
装
飾
さ
れ
た
、
滝
の
落
ち
る
池
が
広
が

る
。
画
面
中
央

に
は
、
池
の
障
壁
先
端
に
女
性
像
が
立
ち
、
そ
の
脇
で
二
人
の
男

性
が
池
を
眺
め
て
い
る
。
後
景
に
は
、
鬱
蒼
と
茂
る
木

々
や
山
が
見
え
て
い
る
。

図4 『実記 』77巻 挿 絵 「カ セル 宮」 （太政官版）

図5 リー ヴ ェの ス テ レオ 写 真 「カセ ル タ、滝 」 （Wikimedia）



挿
絵
に
表
わ
さ
れ
た
池
は
、

『ア
イ
オ

ロ
ス
の
泉
』
で
あ
る
。

 

こ
の
挿
絵

の
原
図
に

つ
い
て
は
、
同

 
代

の
写
真
家

ロ
ベ
ル
ト

・
リ
―
ヴ

ェ

R
ob
erto
 R
iv
e
の
ス
テ
レ
オ
写
真

に
酷
似
し
た
も
の
が
あ
る

（図
5
）。
ア
ン
グ

ル
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
池
を
眺
め
る
二
人
の
人
物
も
同
ポ
ー
ズ
で
あ
る
。

 
 

（
二
） 

ナ
ポ
リ
挿
絵

「那
不
児
府

王
宮
ノ
広
逵
」

（九

四
巻
）
に

つ
い
て

 
前
述

の
よ
う
に
、
『実
記
』
九
四
巻
で
は
、
ナ
ポ
リ
に
関
す
る
挿
絵
が
二
点
掲
載

さ
れ
て
い
る

（「那
不
児
府
王
宮
ノ
広
逵
」
「同
府
ノ
全
景
及
ヒ

『ヴ

ェ
ス
シ
オ
』

火
山
」
）。

『実
記
』
の
多
く
の
挿
絵
と
同
様

に
、

一
ペ
ー
ジ
に
上
下

二
枚
の
絵
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
前
者
に
は
オ
ベ
リ
ス
ク

の
よ
う
な
柱
を
中
心
と
し
た
広
場
と
遠

景
の
建
物

の
俯
瞰
図
が
、
ま
た
後
者
に
は
海
浜
の
街
並
み
と
遠
景

に
噴
煙
を
上
げ

る
山
が
描

か
れ
て
い
る
。
後
者
は
、

一
見
し
て
ナ
ポ
リ
の
街
と
ヴ

ェ
ズ
ヴ
ィ
オ
火

山
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

図6 『実記』94巻挿絵 「那不児府王宮ノ広逵」

   （太政官版）

 
前
者
の
挿
絵

（図
6
）
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
は
ナ
ポ
リ
王
宮
と
な

っ

て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
描
か
れ
て
い
る
景
観
は
、

ロ
―
マ
の
ポ
ポ

ロ
広
場
で
あ

る
。
挿
絵
の
前
景
ほ
ぼ
中
央

に
立

つ
の
は
、
広
場
の
オ
ベ
リ
ス
ク
で
あ
り
、
そ
の

背
後
に

『
ネ
プ
ト
ゥ
ヌ
ス
の
噴
水
』
が
見
え
て
い
る
。
遠
景

の
円
形
屋
根
が
つ
い

た
建
物
は
、
サ
ン

・
ピ

エ
ト
ロ
大
聖
堂
で
あ
る
。
広
場
と
建
物

の
位
置
関
係
な
ど

か
ら
、
挿
絵
は
、
広
場
の
東
に
あ
る
ピ
ン
チ
ョ
丘
か
ら
の
眺
望

で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
『実
記
』
に
は
、
挿
絵
の
誤
用
さ
れ
た
例
が
幾
例
か
あ
る
こ
と
は
す
で
に
知

ら
れ
て
い
る
。

 
使
節
団
は
こ
の
景
色
を
目
に
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
本
稿

で
扱

っ
た
久
米
手

稿

（文
書
番
号
八
三
）
に
よ
れ
ば
、
使
節
団
は
、
ナ
ポ
リ
か
ら
ロ
ー

マ
に
到
着
し

た
五
月
二
十
三
日
に
ピ
ン
チ
ョ
丘

（「
モ
ン
ト
ピ
ン
シ
ョ
ウ
」
汚21
汛
）
を
訪
れ
て
い

る
。

『実
記
』
で
は
、
そ
の
箇
所
は

「
モ
ン
ヴ

ェ
ス
シ
オ
苑
」
ま
た
は

「
モ
ン
ヴ

ェ

ス
シ
ウ
ォ
苑
」
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
名
称

・
挿
絵
と
も
に
何
か
ら
の
取
違

え
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

図7 ゾ ンマー の ス テ レオ 写真 （右）

   ロー マ、 ポポ ロ広 場 （筆者蔵）

 

本

挿

絵

の
原

図

に

つ

い
て

は

、

同

 

代

の
写

真

家

ジ

ョ
ル
ジ

ョ

・
ゾ

ン

マ
ー
G
io
r
g
io
 S
o
m
m
e
r
の

ス

テ

レ

オ
写

真

に
酷

似

し

た

も

の
が

あ

る

（図

7

）
。

左

の

写

真

脇

に

は

キ

ャ
プ

シ

ョ

ン

が

つ

い

て

お

り

、

「
No
.
8

ピ

ン

チ

ョ
丘

か

ら

撮

影

し

た

ポ

ポ

ロ
広

場

（
ロ
ー

マ
）

P
ia
z
z
a
 
d
e
l
 P
o
p
o
lo
 
p
r
e
s
a
 
d
a
l

M

o
n
te
 P
in
c
io
（R
o
m
a
）.」

と
あ

る

。

挿

絵

に

は

、

写

真

前

景

左

の
円

柱

（
ロ

ス
ト

ラ

の

一
部

）
、

中

央

の

彫

像

、
植

栽

と

い

っ
た

も

の

は
描

か

れ

て

い
な

い
が

、

そ

の
部

分

を

取

れ

ば

挿

絵

と

同

様

に

な

る

。

『
実

記

』

挿

絵

に

お

い
て

、

原

図

の

一
部

が

変

更

さ

れ

て

い

る

例

は

、

こ

れ

ま

で

に
も

知

ら

れ

て

い
る

。

ま

た

写

真

で

は

オ

ベ

リ

ス
ク

が

落

と

す

影

の
右

に

馬

車

ら

し

き

も

の
が

通

っ
て

い

る
が

、

挿

絵

に

は
描

か

れ

て

い
な

い
。

し

か

し

な

が

ら

、

よ

く
観

察

す

る

と

、

ほ

ぼ

同



じ
位

置

に
黒

色

の
濃

い
部

分

が

あ

る

。

こ

れ

は

、

原

図

に
何

か

あ

っ
た

痕

跡

と
推

察

さ

れ

、

写

真

の
馬

車

と

対

応

す

る

。

挿

絵

で

は

、

写

真

よ

り

も

左

右

が

広

く

描

か

れ

て

い

る

が

、

模

写

時

の
変

更

の

可

能

性

も

あ

る
。

写

真

は

一
八

五

七

ー

六

六

年

に
撮

影

さ

れ

た

。

ゾ

ン

マ

ー

の

ス
テ

レ

オ
写

真

は
、

『
実

記

』
ポ

ン

ペ
イ

挿

絵

に

も

用

い
ら

れ

て

お
り

、

挿

絵

原

図

の

可

能

性

と

し

て
彼

の

写

真

が

再

び

登

場

す

る

の

は

興

味

深

い
。

 

補
論

註

 

（
1
） 

ポ

ン

ペ
イ

の
挿

絵

に

つ

い
て
は
、
藤

沢

二
〇

―
〇

を
参

照
。

 

（
2
） 

使
節

団

の
カ

セ

ル
タ
訪
問

に

つ
い
て

は
、
本

文
註

汚
1
汛

2
を
参

照
。

 

 
（
3
） 

リ

ー
ヴ

ェ
は
、

一
八
六

〇
年

代
〜

八
〇

年
代

に
ナ
ポ

リ

で
活

動

し

て

い
た
。

 

 
 

リ

ー
ヴ

ェ
お
よ

び

ス

テ

レ
オ

写

真

に

つ

い
て

は
、
H
a
n
n
a
v
y
 
2
0
0
8
,

s.v
v
.

 

 
 

“
R
iv
e
,
 R
o
b
e
r
to
”
,
“
S
te
r
e
o
s
c
o
p
y
”

を
参

照
。

 

 
（
4
） 

こ
の
写
真

で
は
雲

が
確

認

で
き

な

い
が

、
空

の
状

態

は
挿
絵

制
作

 

に

お
け

 

 
 

る
脚
色

の
可

能

性
も

あ

る
。
挿

絵

の
空

の
状
態

が
変

更

さ
れ

て

い
る
例

が
あ

る

 

 
 

 

（久

米
美

二
〇

〇

六

:
二
四

、

二
九
）
。

 

 
（5
） 

久

米
美

二
〇

〇

六

:
二
九

。

 

 
（6
）

ゾ

ン

マ
ー

に

つ
い

て
は
、
H
a
n
n
a
v
y
 2
0
0
8
,
 s.v
.
“
S
o
m
m
e
r
,
 G
io
r
g
io
”
;

 

 
 

藤

沢

二
〇

一
〇
な

ど
を
参

照

。

 

 
（7
） 

久

米
美

二
〇
〇

六

：
二

四
。

 

 
（8
） 

馬

車
ら

し

き
も

の
と
対

応

す

る
挿

絵

の
黒

い
部

分

に

つ
い
て

は
、
久

米
美

術

 

 
 

館

所

蔵

の
試
刷

（
『特

命

全
権
大

使

「
米

欧
回

覧
実

記
」
銅

版

画
集

』
久

米
美

術

 

 
 

館

、

一
九

八

五

：
二

一
三
）

や
水

澤

『実

記

』
五

：
二
六

八
な
ど

、

よ
り
鮮

明

 

 
 

な
例

も
あ

る
。

 

 
（
9
）

ゾ

ン

マ
ー
は
、

活
動

初

期

の
こ

の
期
間

に

べ
ー

レ

ス

B
e
h
le
s
と

ス

タ
ジ

オ

 

 
 

会

社

を
共

同
経

営

し

て

い
た

た

め
、
台
紙

の
印
刷

が
連

名

に
な

っ
て

い
る
。

ゾ

 

 
 

 
ン

マ
ー
撮

影

に

よ

る

ス

テ

レ
オ

写

真

台

紙

の
分

類

に

つ

い
て

は
、

F
a
n
e
lli

 

 
 

2
0
0
7
,
 pp
.4
4
-
4
5
を
参

照
。

 

 
（
10
） 

こ

の
ス

テ

レ
オ
写

真

は
、

お
も

に
ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ

ア
で
活
動

し

て

い
た

メ
ガ
ネ

 

 
 

商
兼

写
真

家

カ

ル

ロ

・
ポ

ン
テ

ィ

C
a
r
lo
 P
o
n
ti
の
写

真

と
し

て
も
存

在

す

る

 

 
 

 

（同

カ

タ

ロ
グ

番

号
、

同

キ

ャ
プ

シ

ョ
ン

・
タ

イ
ト

ル
。

ウ

ィ
キ

メ
デ

ィ
ア
画

 
 

像

U
R
L
:h
tt
p
:/
/
c
o
m
m
o
n
s
.w
ik
im
e
d
ia
.o
r
g
/
w
ik
i/
F
ile
:P
o
n
ti,_C
a
r
lo
_

 
 

（c
a
._1
8
2
3
-
1
8
9
3
)_-_n
._0
0
8
_-_P
ia
z
z
a
_d
e
l_p
o
p
o
lo
_p
r
e
s
a
_d
a
l_
M
o
n
t
e
_P
in
c
io
_

 
 

（R
o
m
a
）.jp
g

二
〇

一
〇
年

一
〇

月

一
日
接

続
）
。
ゾ

ン

マ
ー

は
、
配
給

業
者

を

 
 

通

し

て
自

分

の
写
真

を

販
売

し

て
も

い
た
。

そ

の
た

め
、
撮

影
者

で
あ

る
彼
自

 
 

身

の
名
前

の
な

い
ま
ま

、
配
給

業

者
名

の

つ
い
た
台
紙

で
販
売

さ
れ

る

こ
と
も

 
 

あ

っ
た

（F
a
n
e
lli
 20
0
7
,
 P.3
5
）
。

ポ

ン
テ

ィ

の
台

紙

に
よ

る

ス
テ

レ
オ
写
真

も

 
 

そ

の

一
例

で
あ

ろ
う
。

な

お
、
ポ

ン
テ

ィ
に

つ
い

て
は

H
a
n
n
a
v
y
 2
0
0
8
,
 s.v
.

 
 

“
P
o
n
t
i,
 C
a
r
lo
”
も

参
照

。

文
献

略
記

『
ア

ッ
プ

ル
ト

ン
』

＝

『
ア

ッ
プ

ル
ト

ン
図

入
り

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
旅

行

ガ
イ
ド

ブ

ッ
ク
』

 
 

A
p
p
le
to
n
's
 I
llu
stra
te
d
 E
u
r
o
p
e
a
n
 G
u
id
e
 B
o
o
k
,
 5
th
 e
d
.,
 N
e
w
 
Y
o
r
k

 
 

1
8
7
2
.
久
米

美
術
館

蔵

井

田

『
幕
末

』
＝
井

田
進

也

『幕
末

維

新

パ
リ
見

聞
記

』
岩

波
文

庫
、

二
〇

〇

九

岩

倉

一
九

九

四

a
＝

I
w
a
k
u
r
a
,
 S
.
（e
d
.）
I
l
 G
ia
p
p
o
n
e
 sc
o
p
re
 l
'O
c
cid
e
n
te.

 
 

U
n
a
 m
iss
io
n
e
 d
ip
lo
m
a
tic
a

（1
8
7
1
-
73
）
,
 R
o
m
a
.

岩

倉

一
九

九

四
b

＝

Iw
a
k
u
r
a
,
 S
.
（e
d
.）,
 P
r
im
a
 e
 d
op
o
 la
 M

iss
io
n
e
 Iw
a
-

 
 

k
u
ra
.
 T
e
stim
o
n
ia
n
z
e
 in
e
d
ite
,
 R
o
m
a
.

岩

倉

一
九

九
七

／

二
〇
〇

三

＝
岩
倉

翔

子
編
著

『岩

倉
使

節
団

と

イ
タ

リ

ア
』
京
都

 
 

大

学
学

術
出

版
会

、
初

版

一
九

九
七

年
、

第

二
版

三
刷

二
〇
〇

三

久

米
美

二
〇
〇

六

＝
久
米

美
術

館

『
「
銅
鐫

に
み

る
文

明

の
フ

ォ
ル
ム
―

『
米
欧

回

覧

 
 

実

記
』

挿
絵

銅

版
画

と

そ

の
時
代

展

」
資

料
集

』
久

米
美

術
館

、

二
〇

〇
六

白

表
紙

本

＝

『
米
欧

回
覧

日
記

 

四
編
中

・
下
』

（文

書
番

号

G
17

）
久
米

美
術

館
蔵

田
中

『
実
記

』
＝
久
米

邦
武

編

『
特
命

全
権

大
使

米

欧

回
覧
実

記
』

田
中

彰
校

注

、

 
 

岩

波
文

庫

、

一
九

八
〇

手

帳

＝
回
覧

中

に
久

米
が

メ

モ
を
記

し

た
赤
褐

色
表

紙

の
携
帯

用
手

帳

、
久

米
美

術

 
 

館

蔵

藤

沢

二
〇

一
〇

＝
藤

沢
桜

子

「
『米

欧

回
覧
実

記
』

に
描

か
れ
た

ポ

ン

ペ
イ
―
挿
絵

 
 

銅
版

画
を

め
ぐ

っ
て
―
」

群
馬

県
立

女

子
大
学

紀
要

三

一

:
八
三

―
九

六

『
ベ
デ

カ
ー
』

＝

『
ベ
デ

カ
ー
版

 

イ
タ

リ

ア

旅

行

者

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

3

南

イ

タ

 
 

リ

ア

・
シ
チ

リ

ア
編

』

I
ta
ly
.
 H
a
n
d
b
o
o
k
 f
o
r
 T
ra
v
e
lle
rs
 by
 K
.
 B
a
ed
e
k
e
r
.

 
 

III
:
 S
o
u
th
e
r
n
 I
ta
ly
,
 S
ic
ily
,
 4
th
 e
d
.,
 C
o
b
le
n
z
 &
 L
e
ip
sic
 1
8
7
3
.



水

澤

『実

記

』
＝

久

米

邦

武

編

著

『
現

代

語

訳

 

特

命

全

権

大

使

 

米

欧

回

覧

実

記

』

 

 

水

澤

周

訳

注

、

米

欧

亜

回

覧

の

会

企

画

、

慶

應

義

塾

大

学

出

版

会

、

普

及

版

二

 

 

〇

〇

八

F
a
n
e
lli
 2
0
0
7
＝

F
a
n
e
lli,
 G
.,
 L

'I
ta
lia
 
v
ir
a
ta
 
a
ll'o
r
o
 
a
ttra
v
e
rso
 
le
 f
o
to
-

 

 

g
r
a
f
i
e
 d
i
 G
io
rg
io
 S
o
m
m

e
r
,
 F
ir
e
n
z
e
.

H

a
n
n
a
v
y
 
2
0
0
8
＝

H

a
n
n
a
v
y
,
 J
.

（e
d
.）,
 E
n
c
y
c
lop
e
d
ia
 
of
 
N

in
e
te
en
th
-

 

 

C
en
tu
ry
 P
h
o
tog
ra
p
h
y
,
 N
e
w
 
Y
o
rk
 &
 
L
o
n
d
o
n
.

K
o
r
n
ic
k
i
 2
0
0
2
＝

G
.
 H
e
a
le
y
,
 C
.
 T
s
u
z
u
k
i
（e
d
s
.）,
 T
h
e
 I
w
a
k
u
ra
 E
m
b
a
ssy

 

 

1
8
7
1
-
7
3
,
 v
o
l.4
,
 tr
a
n
s
l.
 b
y
 P
.F
.
 K
o
r
n
ic
k
i,
 M

a
ts
u
d
o
.

M
A
N
N

＝

S
.
D
e
 C
a
r
o
（e
d
.）,
 Il
 M

u
s
e
o
 A
r
ch
e
o
lo
g
ic
o
 N
a
z
io
n
a
le
 d
i
 N

ap
o
li
,

 

 

N
a
p
o
li
 2
0
0
3
.
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稿
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筆

に
あ

た

り

、

久

米

美

術

館

高

田
誠

二
参

事

に

大

変

お

世

話

に

な

り

ま

 

し

た

。

同

美

術

館

所

蔵

の
史

料

閲

覧

等

に
際

し

て

、

伊

藤

史

湖

学

芸

員

に

も

ご

面

 

倒

を

お

か

け

し

ま

し

た

。

ま

た

、

同

美

術

館

は

、

本

史

料

の
活

字

化

お

よ

び

写

真

 

掲

載

を

快

諾

し

て

く

だ

さ

い
ま

し

た

。

こ

の

場

を

お

借

り

し

て

お

礼

を

申

し

上

げ

 

ま

す

。

な

お

、

拙

稿

の

内

容

に

つ

い

て

の
責

任

は

筆

者

に
あ

り

ま

す

。


